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五
月
四
日
の
午
後
二
時
十

分
～
二
時
三
十
分
頃
の
予
定

で
久
保
田
先
生
が
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
を
さ
れ
ま
す
の
で

　

機
関
紙「
一
水
会
」
の
活
動

に
呼
応
し
て
、各
地
域
で
の
組

織
の
立
ち
あ
げ
、出
品
者
展
開

催
の
動
き
が
、し
き
り
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、ま

さ
に
、会
活
性
化
へ
の
胎
動
と

言
え
る
現
象
で
あ
り
、
歓
迎

す
べ
き
状
況
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
60
年
以
上
の
歴
史
を
も

つ
、関
西
支
部
の「
研
水
会
展
」

を
は
じ
め
と
し
、「
中
部
一
水

会
展
」「
石
川
県
一
水
会
出
品

者
展
」等
は
別
格
の
観
あ
り
と

は
言
え
、
そ
れ
ら
の
地
域
で

も
、
中
央
で
の「
精
鋭
展
」
に

準
じ
た
企
画
が
実
施
さ
れ
、新

し
い
才
能
、人
材
の
発
掘
と
育

成
に
の
り
出
し
て
い
る
と
の
こ

と
、そ
の
成
果
が
大
い
に
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
北
海
道
、
中

国
地
方
、関
東
で
は
千
葉
で
、

出
品
者
展
の
発
足
、或
は
復
活

が
実
現
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

ご
同
慶
の
至
り
、心
よ
り
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
よ
う
な
気
運

の
中
、機
関
紙
の
重
要
性
と
そ

の
活
動
内
容
へ
の
期
待
が
一
層

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、ひ
と

し
お
強
く
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

二
〇
一
五
年
三
月　

小
川 

游

巻
頭
言
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出
品
申
込
書
と
出
品
票
は

バ
ー
コ
ー
ド
で
処
理
す
る
た

め
、
完
全
に
連
動
し
て
い
ま

す
の
で
、
書
き
損
じ
た
場
合

は
必
ず
事
務
局
に
再
発
行
を

し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

す
。（
初
出
品
者
の
場
合
は

新
し
い
出
品
要
項
セ
ッ
ト
に

て
書
き
直
す
。）

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
水
会
出
品
者
に
よ
る
各

地
方
の
展
覧
会
が
活
発
に
開

催
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、
新

た
に
千
葉
県
、
広
島
県
や
北

海
道
で
も
立
ち
上
が
る
よ
う

で
地
方
が
活
性
化
し
て
い
る

様
子
で
す
。
そ
の
勢
い
を
本

展
へ
持
ち
込
ん
で
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
を
し
て
お
り

ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

事
務
局
長 

山
本 

耕
造

是
非
、
会
場
に
足
を
運
ん
で

ご
覧
頂
き
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

今
回
の
出
品
者
は
佐
藤
道

雄
先
生
、
久
保
田
辰
男
先

生
、
山
本
勇
先
生
、
久
保
慶

議
先
生
で
す
。

三
都
市
で
開
催
さ
れ
た
巡
回

展
覧
会
。

［
大
阪
展
］　

 

二
〇
一
四
年

十
一
月
十
一
日
～
十
六
日

入
場
者
／
九
千
八
百
一
人

［
名
古
屋
展
］　
二
〇
一
四
年

十
二
月
二
日
～
七
日

入
場
者
／
六
千
六
百
九
人

［
金
沢
展
］　

 

二
〇
一
四
年

十
二
月
十
七
日
～
二
十
一
日

入
場
者
／
七
千
八
百
九
十
七
人

二
月
二
十
五
日
～
三
月
三
日

於
／
日
本
橋
三
越
六
階
特
選
画

廊  （
本
紙
二
面
に
関
連
記
事
）

［
盛
岡
展
］

三
月
二
十
五
日
～
四
月
九
日

於
／
深
沢
紅
子
野
の
花
美
術
館

三
月
九
日
～
十
五
日

於
／
東
京
銀
座
画
廊
・
美
術
館

（
本
誌
四
〜
六
面
に
関
連
記
事
）

第
12
回
一
水
会
精
鋭
展

二
〇
一
五
年
の
展
覧
会

第
54
回   

選   

抜   

展

展
覧
会
の
報
告

二
〇
一
四
年
後
期
の
展
覧
会

一
水
会
展
巡
回
展

出
品
申
込
書・出
品
票
は
必
ず

77
回
展
用
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

第
77
回
一
水
会
展
出
品
の
注
意

久
保
田
辰
男
先
生
が
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク

公
募
団
体
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

美
術
２
０
１
５



2

機 関 紙 一 水 会　　2015年　No.4

第1回 一水会北海道出品者展

　

二
月
二
十
五
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
日
本

橋
三
越
本
店
美
術
特
選
画
廊
に
て
第
54
回
一

水
会
選
抜
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

出
品
者
は
運
営
委
員
と
常
任
委
員
の
三
十
三

名
と
、
委
員
・
会
員
・
会
友
・
一
般
か
ら
の
選

抜
者
三
十
三
名
の
計
六
十
六
名
。
十
号
程
度

六
十
六
点
と
三
号
程
度
の
作
品
三
十
七
点
で

出
品
総
数
は
一
〇
三
点
で
し
た
。

　

二
十
八
日
の
午
後
二
時
か
ら
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ト
ー
ク
は
、
鈴
木
益
躬
先
生
と
玉
虫
良
次

先
生
が
担
当
さ
れ
、
百
五
十
人
程
の
お
客
様

が
、
作
品
の
解
説
や
作
者
の
紹
介
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
会
場
に
居
合
わ
せ

た
出
品
者
の
方
も
作
品
へ
の
思
い
を
語
り
、

和
や
か
な
一
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

打
ち
上
げ
は
日
本
橋
三
越
特
別
食
堂
で
、

三
十
五
名
の
出
席
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
盛
岡
の
深
沢
紅
子
野
の
花
美
術
館
で
は
、

三
月
二
十
五
日
か
ら
四
月
九
日
ま
で「
一
水

会
選
抜
展
」巡
回
展
が
開
か
れ
、
特
別
展
示

の
一
水
会
優
賞
作
品
を
含
め
、
四
十
二
点

の
作
品
と
深
沢
紅
子
先
生
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
一
水
会
代
表
の
小
川
游
先
生
が
挨
拶

さ
れ
、紅
子
先
生
の
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は

小
川
先
生
と
常
任
委
員
の
山
本
耕
造
先
生
が
集
ま
っ
た
五
十
名
程
の
お
客

様
を
前
に
一
時
間
に
渡
っ
て
作
品
の
表
現
方
法
や
画
家
の
紹
介
を
し
ま
し

た
。
盛
岡
に
駆
け
つ
け
た
出
品
者
も
ト
ー
ク
に
参
加
し
て
美
術
フ
ァ
ン
の

方
々
と
の
会
話
も
弾
ん
だ
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。　
　

 （
西 

記
）

　
今
年
、
北
海
道
で
一
水
会
出
品
者
が
決
意
を
新
た
に
再
結

集
、
い
よ
い
よ
第
１
回
展
の
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
！  

来
年

か
ら
は
北
見
、
釧
路
…
と
開
催
地
を
変
え
て
の
実
施
で
す
。

本
紙
五
号（
冬
号
）で
、
そ
の
様
子
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
る
展
望
　
第54回 

一
水
会
選
抜
展

深
沢
紅
子
野
の
花
美
術
館

一
水
会
選
抜
展

短　　信
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じ
、
幅
が
広
い
と
豊
か
な

表
現
が
で
き
る
。

●
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
ご
く
僅

か
、
中
間
調
子
を
見
つ
け

る
こ
と
に
集
中
す
る
。

●
描
け
る
人
は
視
点
を
一
定

さ
せ
て
い
る
た
め
姿
勢
も

　

新
企
画
が
参
加
者
二
十
一

名（
う
ち
部
外
者
六
名
）に
よ

り
ス
タ
ー
ト
。

　

講
師
陣
に
は
、
小
川
游
先

生
、
寺
井
力
三
郎
先
生
、
山

本
耕
造
先
生
を
お
迎
え
し
、

裸
婦
の
固
定
ポ
ー
ズ
を
、
初

日
午
前
午
後
と
二
日
目
の
午

前
中
、
木
炭
紙
に
木
炭
を
用

い
て
デ
ッ
サ
ン
し
ま
し
た
。

　

画
材
の
性
質
と
扱
い
方
、

制
作
時
の
姿
勢
と
心
構
え
、

物
の
見
方
に
つ
い
て
の
解
説

の
後
、
ポ
ー
ズ
は
始
ま
り
、

木
炭
が
紙
面
を
擦
る
音
と
、

張
り
詰
め
た
息
遣
い
の
中
で

参
加
者
は
、
先
生
方
の
実
技

に
眼
を
凝
ら
し
、
素
描
論
に

耳
を
澄
ま
し
な
が
ら
、
濃
密

な
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
午
後
は
講
評
会

で
、
先
生
方
は
作
者
と
対
話

一
水
会
人
物
デ
ッ
サ
ン
講
座 

開
講
！

二
〇
一
五
年
三
月
二
十
一・
二
十
二
日
　
会
場
／
旧
芝
園
中
ア
ト
リ
エ

し
な
が
ら
一

点
ず
つ
懇
切

丁
寧
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
さ

れ
ま
し
た
。

―
以
下
、講

評
会
か
ら

●
地
面
、
物
、
背
景
、
そ
の

三
者
関
係
を
描
き
分
け
る

こ
と
。

●
幅（
面
積
）ば
か
り
で
見
る

の
で
な
く
、
奥
行
き
、
丸

さ
、
側
面
を
見
る
こ
と
。

●
よ
く
見
て
描
け
ば
下
手
に

は
な
ら
な
い
。

●
正
面
で
は
足
が
揃
っ
て
見

え
る
が
、
横
か
ら
見
る
と

一
歩
踏
み
出
し
て
い
る
。

多
面
的
に
考
え
る
こ
と
。

●
骨
格
と
筋
肉
の
付
き
方
が

合
え
ば
体
型
は
太
め
、
細

め
に
な
っ
て
も
構
わ
な
い
。

●「
福
笑
い
」の
よ
う
に
目
鼻

口
を
配
す
る
の
で
な
く
、

特
に
顔
は
凹
凸
と
し
て
見

る
こ
と
。

●
表
情
は
顔
だ
け
で
な
く
全

身
に
あ
る
。

●
明
暗
の
調
子
は
音
楽
と
同

　
淺
見
嘉
正
先
生
が
、埼
玉

県
の
秩
父
神
社
境
内
の
平
成

殿
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
個

展
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
秩
父
神
社
御
鎮
座
弐
阡

百
年
」を
記
念
す
る
同
展
の

主
催
者
で
、秩
父
神
社
宮
司

の
薗
田
稔
氏
は
、図
録
巻
頭

の
賛
辞
で
、「
―
秩
父
盆
地

南
面
に
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え

て
屏
風
の
よ
う
に
屹
立
す
る

山
容
に
は
、神
が
住
み
給
う

と
畏
怖
す
る
の
も
無
理
は
な

い
。
淺
見
嘉
正
先
生
が
画
業

を
貫
い
て
武
甲
山
を
描
き
続

け
て
居
ら
れ
る
の
も
牟む

べ
な

る
か
な
と
拝
察
す
る
。―
」

と
述
べ
ら
れ
、
セ
メ
ン
ト
採

掘
に
よ
り
そ
の
尊
い
山
容
を

喪
い
つ
つ
あ
る
武
甲
山
を
、

「
―
そ
れ
で
も
先
生
は
怯ひ
る

む

こ
と
な
く
、昭
和
三
十
年
代

か
ら
五
十
数
年
を
か
け
て
一

途
に
そ
の
変
容
を
画
材
に
描

き
留
め
て
き
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
が
実
に
尊
い
。―
」

と
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

校
長
室
の

壁
が
寂
し
い

か
ら
絵
を
、と

の
依
頼
を
受

け
て
昭
和
三

武甲山油彩画展 ― 神体山を描いて57年…淺見嘉正 ―
平成27年3月15日～24日　秩父神社平成殿2階　主催：秩父神社

十
二
年
に
第
一
作
を
描
か
れ

て
か
ら
五
十
七
年
間
、
秩
父

盆
地
の
要
と
し
て
鎮
ま
る
山

な
み
の「
晩
秋
か
ら
冬
、
早

春
に
か
け
て
の
色
彩
が
特
に

好
き
で
す
。」と
淺
見
先
生
は

微
笑
ま
れ
ま
す
。
会
場
に
は

武
甲
山
の
大
作
六
点
と
油
彩

中
品
、
油
彩・
水
彩
ス
ケ
ッ

チ
の
他
、
小
品
で
は
イ
ン
ド

の
風
物
、
裸
婦
、
犬
吠
埼
灯

台
、エ
ド
ゥ
ア
ー
ル・ヴ
ュ
イ

ヤ
ー
ル
作
品
の
模
写
も
陳
列

さ
れ
ま
し
た
。 （
新
井 

記
）

第1回

第64回一水会展 「岳麓早春」 文部科学大臣奨励賞

良
い
。

●
頭
頂
、
手
足
の
指
先
な
ど

形
の
末
端
を
き
ち
ん
と
決

め
て
描
く
こ
と
。（

新
井 

記
）
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展
　
評

鈴
木 

益
躬 
先
生

　
六
年
前
に
六
十
歳
で
定
年
退
職
さ

れ
た
、千
葉
県
野
田
市
在
住
の
茅
野

吉
孝
さ
ん
。
充
実
し
た「
絵
描
き
ラ

イ
フ
」を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

〈
聞
き
手
〉加
曽
利 

光
男

―
絵
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
？

　

そ
も
そ
も
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
志
望
で

絵
描
き
に
な
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
ワ
イ
エ
ス
と
タ
ー

ナ
ー
が
ず
っ
と
好
き
で
三
十
歳
頃
か

ら
ま
ず
水
彩
で
描
き
は
じ
め
ま
し

た
。
誰
か
に
師
事
せ
ず
、当
時
か
ら

今
ま
で
ず
っ
と
独
学
で
工
夫
を
重
ね

て
い
ま
す
。

―
油
彩
、水
彩
の
二
刀
流
は
い
つ

か
ら
？

　

描
き
は
じ
め
て
か
ら
一
時
期
、

エ
ッ
グ
・
テ
ン
ペ
ラ
を
試
み
ま
し
た

が
、す
ぐ
油
彩
に
代
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
ず
っ
と
油
彩
と
水
彩
で

す
。―

団
体
展
へ
は
？

　

一
水
会
は
48
回
展
が
初
入
選
で
し

た
。
い
く
つ
か
の
団
体
展
を
み
た
う

え
で
決
め
た
の
で
す
が
知
り
合
い
が

い
る
と
か
、誰
か
に
誘
わ
れ
た
と
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
九
八
六
年
に

は
昭
和
会
展
で
優
秀
賞
を
頂
き
、そ

れ
か
ら
は「
画
家
」
を
意
識
し
始
め

ま
し
た
。

―
現
在
の
活
動
は
？

　

大
宮（
さ
い
た
ま
市
）
で
月
一
回

の
教
室
を
持
っ
て
い
て
、別
に
新
し

こ の 人 に 注 目 ❹  茅野 吉孝 さん

［
特
集
］

一
水
会
精
鋭
展

　

年
齢
、
画
歴
と
も
に
様
々
で
す

が
、
明
日
の
一
水
会
を
担
う
、
気

力
充
分
な
作
品
展
で
し
た
。

　

委
員
、会
員
、会
友
の
作
品
が
混

在
し
、
多
様
な
自
己
表
現
の
中
に

も
余
裕
を
感
じ
さ
せ
る
表
現
と
、

厳
し
い
追
及
に
少
し
堅
く
な
っ
て

い
る
作
品
と
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
秀
作
も
多
く
、
こ
れ

だ
け
の
作
家
が
次
世
代
の
力
強
い

牽
引
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

は
頼
も
し
い
こ
と
で
す
。

　

人
物
で
は
、
平
井
芳
夫「
野
に

第12回
て
」
女
性
の
表
情
に
対
す
る
枯
野

の
不
気
味
さ
が
不
透
明
な
現
代
を

思
わ
せ
る
。
芝 

教
純「『
待
つ
』こ

と
」は
、少
女
の
内
面
性
と
背
景
の

に・

・

・

じ
み
の
効
果
が
良
い
。
相
馬
順

子
の
人
物
は
平
面
性
と
色
彩
の
近

代
感
覚
の
冴
え
が
良
く
、
世
良
ツ

ヤ
子「
自
画
像
」は
上
半
身
に
光
を

集
め
、
暗
い
背
景
に
効
果
的
で
表

情
の
厳
し
さ
が
良
い
。
対
照
的
に

単
純
化
し
た
筆
法
で
若
い
娘
の
存

在
感
を
描
き
き
っ
て
い
る
山
本
佳

子
。「
赤
坂
見
附
に
て
」の
加
曽
利

光
男
は
中
央
の
人
物
を
影
の
よ
う

に
描
き
、
白
昼
夢
の
様
な
幻
覚
を

想
わ
せ
た
。

　

滝
沢
美
恵
子「
街
角
景
」は
老
男

性
と
若
い
女
性
の
絵
柄
と
の
対
比

が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
心
的
表
現
と

な
っ
て
い
る
。
木
村 

毅
、
定
番
の

細
身
の
少
女
と
不
幸
な
記
憶
の
現

場
描
写
に
胸
が
痛
む
。
森
木
和
子

「
大
道
芸
人
」構
成
力
が
力
強
く
、

色
彩
も
美
し
い
。

　

静
物
画
は
写
実
的
描
写
力
が
秀

で
て
い
る
作
が
多
い
が
、
小
沼
秀

夫「
黙
示
」は
鳥
と
風
向
計
が
不
穏

な
現
代
を
暗
示
し
、
加
え
て
背
壁

の
明
る
い
表
現
が
希
望
を
感
じ
さ

せ
る
。
市
川
広
美「
向
日
葵
」は
枯

れ
花
の
き
び
き
び
し
た
描
写
に
生

命
感
が
溢
れ
る
。

　

杉
田
公
子
の
野
菜
の
構
成
は
自

然
の
恩
恵
を
大
ら
か
に
歌
い
上
げ

る
。
弓
手
研
平
の
作
品
は
極
度
に

単
純
化
さ
れ
た
自
然
賛
歌
が
力
強

い
。
中
村
哲
泰
は
種
を
宿
す
枯
れ

花
に「
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
生

命
」を
見
る
。
風
景
は
、浅
見
文
紀

「
流
」卓
抜
し
た
描
写
力
で
厳
冬
の

　
昨
秋
の
一
水
会
展
会
場
で
運
営
委
員
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
七
十
五
名（
う

ち
連
続
選
出
は
五
十
二
名
）に
よ
る
50
号
一
点
ず
つ
の
展
覧
で
、
陳
列
指
導

は
田
中
義
昭
、
鈴
木
益
躬
、
さ
き
や
あ
き
ら
の
三
先
生
に
ご
担
当
頂
き
ま
し

た
。
初
日
夕
刻
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
和
や
か
に
進
み
、そ
の
賑
わ
い
は
二
次

会
三
次
会
へ
と
続
い
て
、地
域
や
上
下
を
超
え
た
横
の
つ
な
が
り
を
結
ぶ
良

い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
会
期
後
半
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
て
、来
場
者
総

数
は
約
一
四
〇
〇
人
。

　
係
の
五
名（
浅
見
、
久
保
、
栗
原
、
相
馬
、
滝
沢
）の
手
際
良
い
采
配
で
、

滞
り
な
く
全
過
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

美
を
描
出
し
き
っ
て
い
る
。
対
す

る
保
坂 

晶
は
垢
抜
け
し
た
図
柄
が

現
代
美
を
捉
え
て
い
る
。
菊
地
洋

二
、
栗
原
髙
光
、
森 

敬
介
は
余
裕

あ
る
表
現
で
自
然
美
を
表
出
し
て

い
た
。

　

ま
だ
多
く
の
秀
作
を
掲
出
で
き

ず
、
紙
面
の
都
合
で
は
あ
る
が
、

作
家
の
皆
様
に
申
し
訳
な
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。
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く
デ
パ
ー
ト
関
係
の
月
一
の
教
室
が

始
ま
り
ま
す
。

　

も
う
四
年
目
に
な
り
ま
す
が
、ヨ

ー
ロ
ッ
パ
へ
の
ス
ケ
ッ
チ
・
ツ
ァ
ー

の
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
南

フ
ラ
ン
ス
の
予
定
で
す
。

　

毎
年
十
二
月
に
は
大
宮
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー「
エ
ル
・
ポ
エ
タ
」で
個
展
が
あ

り
、
隔
年
で
京
橋
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
び
～
た
」で
個
展
が
あ
り
ま
す
。

―
日
常
生
活
は
？

　

大
学
卒
業
後
に
美
術
・
工
芸
教
育

の
高
校
で
教
職
に
就
き
、定
年
ま
で

勤
め
ま
し
た
。

　

今
は
朝
7
時
に
起
き
て
、
朝
食
後

し
ば
ら
く
庭
に
出
て
、
九
時
に
は
ア

ト
リ
エ
に
入
り
ま
す
。
昼
食
後
と
夕

食
後
に
も
描
い
て
、
だ
い
た
い
夜
十

時
く
ら
い
ま
で
ア
ト
リ
エ
に
居
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
間
、
何
度
か

「
今
は
充
実
し
て
い
る
！
」と
言
わ

れ
、文
字
通
り
絵
三
昧
の
生
活
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

自画像　　世良 ツヤ子

街角景　　滝沢 美恵子

アトリエの娘　　山本佳子黙示（2015）　　小沼 秀夫

白飯と魚一尾　　弓手 研平

はるかな風景・石を積む　　保坂 晶

昼下がりのサントロぺ　　森 敬介

春景　　新井 隆

ボンデン旗　　栗原 髙光
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向日葵　　市川 広美

とどまることのない生命　　中村 哲泰リベイロの五月　　菊地 洋二

冬の贈り物　　杉田 公子

流　　浅見 文紀

獺祭図　　久保 博孝

野にて　　平井 芳夫「待つ」こと　　芝 教純

爆風の記憶・忍び寄る不安　　木村 毅

占いの森　　相馬 順子

赤坂見附にて　　加曽利 光男

大道芸人ー出を待つ　　森木 和子
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桜
吹
雪
の
中
、

昨
年
四
月
二
十
二
日

～
二
十
七
日
の
六
日

間
、
愛
知
県
美
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、

第
59
回
中
部
一
水
会

展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
三
十
二
年

に
十
五
人
の
グ
ル
ー

プ
展
か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
会
で
す
が
、
現

在
で
は
愛
知
・
岐
阜
・

三
重
・
静
岡
の
四
県

に
ま
た
が
り
、
在
籍

一
七
三
人
と
な
り
ま

し
た
。
十
二
年
前
か

ら
は
公
募
形
式
に
し

て
い
ま
す
。

　

半
年
前
か
ら
準
備

し
た
こ
と
で
、
五
十

号
～
一
〇
〇
号
の
多

く
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
一

四
六
点
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
七
点
が
初
入
選

作
品
と
い
う
の
は
、
大
変
う
れ
し
い

事
の
一
つ
で
す
。

　

中
部
一
水
会
賞
・
奨
励
賞
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
賞
な
ど
、
計
十
九
点
に
賞
が
贈

ら
れ
、
最
終
日
に
開
か
れ
た
懇
親
会

今
年
60
回
記
念
展
を
迎
え
る
　
中
部
一
水
会
展

で
は
受
賞
者
や
初
入
選
者
が
壇
上
に

上
が
り
ま
し
た
。
先
生
方
と
の
会
話

も
弾
み
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
会
期
中
は
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も
行
わ
れ
、
約
六

千
人
の
来
場
者
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
数
年
前
に
比
べ

て
約
五
百
人
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
に『
ア
ー
ト
の
本
質
は

楽
し
く
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
だ
！
』

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

気
楽
に
展
覧
会
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
三
年
前
か
ら
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
い
て
い
ま
す
。

　

会
場
内
に
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
、

「
ぬ
り
絵
」、「
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
」、

「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」と
、
毎
年
テ
ー
マ
を

変
え
て
来
場
者
と
交
流
し
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
簡
単
な
手

作
業
で
誰
で
も
ア
ー
ト
が
体
験
で
き

る
事
や
、
気
楽
に
作
家
と
会
話
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
事
は
、
美
術
館

の
敷
居
を
低
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

初
め
て
展
覧
会
を
見
た
方
、
小
さ

な
子
ど
も
連
れ
の
方
、
ご
年
配
の
方

な
ど
多
く
の
方
々
か
ら「
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
！
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
出
品
者
側
も
コ
ラ
ー

ジ
ュ
な
ど
の
技
法
を
体
験
す
る
こ
と

で
新
し
い
感
覚
を
学
べ
、
作
品
の
下

図
に
生
か
し
て
み
た
い
な
ど
と
好
評

で
し
た
。

　

第
60
回
記
念
中
部
一
水
会
展
は
四

月
二
十
一
日
～
二
十
六
日
に
開
催
さ

れ
ま
す
。記
念
展
で
は
あ
り
ま
す
が
、

代
表
の
小
島
義
明
先
生
が
昨
年
七
月

に
ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
を
悼
み
、会
と

し
て
は
対
外
的
な
企
画
は
控
え
て
、

自
分
た
ち
の
勉
強
・
研
究
の
一
年
に
し

よ
う
と
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
委

員
、
会
員
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、

構
図
や
色
、
モ
チ
ー
フ
な
ど
テ
ー
マ

を
決
め
て
発
表
す
る
と
い
う「
絵
画
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

出
品
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
も
あ
り
、
有
意
義
な
も
の
に
な
る

よ
う
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
『
春
の
中
部
一
水
会
展
に
行
け
ば

何
か
楽
し
い
ド
キ
ド
キ
が
待
っ
て
い

る
！
』
と
い
う
事
が
定
着
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
常
に
探
究
者
で
あ
っ
た
先

人
の
先
生
方
に
恥
ず
か
し
く
な
い
よ

う
、
急
が
ず
、
焦
ら
ず
、
次
の
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
こ
う
と
、
今
年
も
燃

え
て
い
ま
す
!!　
　
　

  （
相
馬 

記
）

ワークショップ

田島健次先生のコラージュ

来場者の作品
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一
水
会
展
を
目
指
し
て
、

研
水
会
展
で
自
力
を
養
う

　

研
水
会
展
は
、
関
西
在
住
の
一
水

会
所
属
作
家
と
研
水
会
の
趣
旨
に
賛

同
す
る
美
術
家
に
よ
る
公
募
展
覧
会

で
、
毎
年
五
月
に
大
阪
市
立
美
術
館

に
て
開
催
し
て
い
る
。

　

本
年
、第
66
回
を
迎
え
る
研
水
会
展

は
、
大
阪
、
京
都
、
滋
賀
、
奈
良
、

兵
庫
、
和
歌
山
を
中
心
に
、
所
属
作

家
が
二
〇
〇
名
を
超
え
、
一
般
公
募

と
合
わ
せ
て
毎
回
二
五
〇
点
以
上
の

大
作
を
展
示
し
て
い
る
。
毎
年
三
月

下
旬
に
関
西
の
一
水
会
委
員
が
中
心

と
な
り
レ
ベ
ル
向
上
と
、
秋
の
一
水

会
本
展
へ
向
け
て
の
研
究
研
鑽
も
合

わ
せ
て
、作
品
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
の
一
水
会
本
展
に
お
い
て
、

研
水
会
関
係
の
出
展
者
は
一
五
四
名

で
、
全
国
の
約
二
十
五
％
を
占
め
て

い
る
。
し
か
し
、
よ
り
質
の
高
い
作

品
が
問
わ
れ
る
一
水
会
本
展
へ
の
挑

戦
は
、
研
水
会
一
般
出
品
者
に
は
ま

だ
ま
だ
高
い
ハ
ー
ド
ル
で
あ
り
、
ま

ず
は
研
水
会
展
で
の
入
選
受
賞
に
よ

り
自
力
を
養
い
、
一
水
会
展
で
の
一

層
の
活
躍
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う

流
れ
が
、
関
西
に
於
い
て
定
着
し
て

い
る
。
昨
年
の
一
水
会
展
で
は
、
研

水
会
関
係
者
か
ら
会
員
佳
作
賞
、
会

員
努
力
賞（
三
名
）、
損
保
ジ
ャ
パ
ン

日
本
興
亜
美
術
財
団
賞
、奨
励
賞（
三

名
）、一
般
佳
作
賞（
二
名
）の
受
賞
者

を
輩
出
し
、
研
水
会
展
で
の
研
鑽
が

成
果
を
生
み
つ
つ
あ
る
。

　

関
西
の
一
水
会
フ
ァ
ン
は
、
ま
ず

は
五
月
の
研
水
会
展
で
、
こ
れ
か
ら

一
水
会
展
を
目
指
し
て
い
く
発
展
途

上
の
作
家
の
作
品
を
鑑
賞
し
、
十
一

月
の
一
水
会
大
阪
展
で
は
、
よ
り
レ

ベ
ル
の
高
い
全
国
の
一
水
会
作
家
の

作
品
の
中
に
、
研
水
会
関
係
の
作
家

の
新
作
を
鑑
賞
す
る
。
絵
を
描
く
観

覧
者
も
多
く
、
ま
ず
は
研
水
会
展
で

力
試
し
を
と
考
え
る
方
が
、
展
覧
会

鑑
賞
を
通
じ
て
応
募
さ
れ
る
こ
と
も

多
い
。

　

研
水
会
代
表
の
辰
巳
文
一
先
生
は

「
人
を
引
き
付
け
魅
了
す
る
作
品
を
目

指
し
て
、
制
作
に
打
ち
こ
み
没
頭
す

る
こ
と
で
、
他
の
人
に
は
味
わ
え
な

い
喜
び
や
楽
し
さ
を
得
ら
れ
る
人
生

を
過
ご
そ
う
」と
、
一
水
会
・
研
水
会

展
を
通
じ
て
の
出
品
者
の
姿
勢
を
語

ら
れ
、
研
水
会
委
員
の
武
藤
初
雄
先

生
は「
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に

は
、
関
西
に
特
に
多
い
水
彩
作
家
の

一
層
の
自
覚
が
必
要
」と
、研
水
会
の

課
題
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
。

人
を
引
き
つ
け
魅
了
す
る
作
品
を
　
研
水
会
展第66回 研水会展

平成27年5月5日（火）～10日（日）

研　水　会　の　歩　み

1948年(S23)
一水会関西支部設立、心斎橋大丸にて第1回一
水会関西支部展開催（中畑艸人先生、松田忠一
先生を中心に一水会創立委員の先生方及び関西
以西の出品者にも賛助出品戴く）これが現在の

“研水会展”の前身となる
1950年(S25)

一水会関西支部が研水会に改称、大阪市立美術
館にて第1回研水会展開催、以降毎年開催、33
回展から毎年5月初めに開催
※第1～29回展までは、小中品一人2点出品も

あったが、30回展以降は100号までの新作
一人1点出品となる

2013年（H25）
	 「関西における一水会・研水会のあゆみ」刊行
2014年（H26）

第65回記念研水会展、展示数261点（F20号～
F100号新作各1点）

2015年（H27）
4月現在：委員40名、準委員31名、会員130
名、一般213名

●審　査：研水会委員により入落及び受賞審査
●会　則：一水会入選3回、一水会入選1回及び研
水会一般賞2回、研水会一般賞3回、研水会入選
10回の何れかをもって会員推挙等（H22改正）
●代　表：辰巳文一　●事務局：茶本良隆
●研水会HP：http://www.kensuikai.org
●会　場：大阪市立美術館
H24年より毎年、「研水会新鋭展」を年末頃に開催

　

一
般
出
品
者
を
含
め
る
と
、研
水
会

関
係
者
は
現
在
四
〇
〇
名
を
超
え
、

大
所
帯
で
は
あ
る
が
、
元
気
な
新
人

作
家
の
益
々
の
出
現
が
待
た
れ
る
。

研
水
会
で
は
近
年
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
充
実
さ
せ
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ

に
前
年
度
の
委
員
作
品
や
受
賞
作
品

を
掲
載
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
広
報

活
動
を
行
っ
て
お
り
、「
写
実
の
本
道

追
求
」の
姿
勢
は
、多
く
の
絵
画
愛
好

家
に
共
感
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

平
成
二
十
四
年
よ
り
研
水
会
新
鋭
展

選
抜
作
家
を
選
出
し
、
毎
年
年
末
に

大
阪
市
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
す
る

な
ど
新
鋭
作
家
の
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

▲毎年3月下旬に行う研水会作品研究会、近年は160名強の参加者があります。
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出
品
者
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
公
募

団
体
展
の
現
況
に
あ
っ
て
、
研
水
会

展
は
現
在
の
と
こ
ろ
活
況
を
維
持
し

て
い
る
。
し
か
し
、
元
気
で
力
の
あ

る
団
塊
世
代
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の

も
ま
た
現
実
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

一
水
会
・
研
水
会
を
支
え
発
展
さ
せ
て

行
く
べ
く
、
若
い
実
力
作
家
の
益
々

の
発
掘
が
急
務
で
も
あ
る
。

　

と
も
あ
れ
、
毎
年
六
日
間
の
会
期

に
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
来
場
で
賑
わ

う
研
水
会
展
は
、
関

西
一
水
会
の
原
動
力

の
一
つ
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。

（
弓
手 

記
）

▲目録には、会員の部
最高賞の作品写真を掲
載します。
◀毎回大賑わいのギャ
ラリートーク。
▶作品写真を掲載した
ポスターや機関紙一水
会を会場入り口に掲示
しています。

これから開かれる各地の展覧会（5月～8月） ■色は第1回展、記念展

展 覧 会 の 名 称 開　催　場　所 開催時期 参加者数 作品サイズ 事 務 局

第53回 茨城一水会展 水戸市県民文化センター 6/22～28 22 100号以内 
1人2点

飯塚 和秀 
☎029-226-0883

第10回 記念栃木一水会絵画展 栃木県総合文化センター 6/19～25 17 30号以上 
1人3点以内

山田 和夫 
☎028-636-3760

第17回 埼玉一水会の人々展 川口総合文化センター 
（リリア） 5/24～30 51

50号程度と 
30号程度 
1人2点

新井 隆 
☎049-244-5655

第1回 千葉一水会展 船橋市民ギャラリー 
（船橋スクエアー21・3階） 4/27～5/3 24 50～100号 真木 克明 

☎043-487-9772

第37回 神奈川一水会作家展 神奈川県民ホール 
ギャラリー 6/2～7 約50 50号程度 本多 和矩 

☎045-963-5112

第6回 長野一水会展 松本市美術館 8/4～9 55 50～100号 野田 真由美 
☎0261-62-2793

第2回 石川一水会精鋭展 グリーンアーツギャラリー 5/29～6/3 22 20号 髙﨑 高嗣 
☎0767-45-1839

第66回 研水会展 
（大阪・奈良・京都・兵庫・滋賀・和歌山） 大阪市立美術館 5/5～10 約250 20～100号 茶本 良隆 

☎06-6678-6500

第58回 一水会兵庫県出品者協会展 兵庫県民アートギャラリー 6/2～7 約40 100号以内 児島 真澄 
☎078-631-1295
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―
早
く
か
ら
絵
は
描
か
れ
て
い
た
の
で
す

か
？

　

十
八
か
ら
。
美
術
の
先
生
に
お
前
は
絵

の
点
だ
け
い
い
か
ら
絵
描
き
に
で
も
な
っ

た
ら
と
言
わ
れ
た
の
が
発
端
。
そ
し
た
ら

親
父
が
絵
の
具
箱
や
る
か
ら
っ
て
。
い
く

ら
か
好
き
だ
っ
た
け
ど
学
校
に
出
す
絵
は

全
部
親
父
が
描
く
。
小
学
校
で
も
親
父
が

描
い
た
。
自
分
で
は
高
校
三
年
の
時
美
術

の
先
生
に
、「
一
枚
ぐ
ら
い
出
せ
よ
」っ
て

言
わ
れ
て
、そ
れ
で
描
い
て
出
し
た
わ
け
。

―
志
が
お
あ
り
だ
っ
た
の
で
は
？

　

中
村
琢
二
先
生
に
つ
い
て
絵
を
描
く
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
。
高
校
の
三
年
の
時
で

す
、
ア
ト
リ
エ
建
っ
た
の
も
高
三
。
父
の

仕
事
の
関
係
で
、
当
時
上
野
の
美
術
学
校

の
校
長
先
生
と
琢
二
先
生
が
仲
良
か
っ
た

の
で
紹
介
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。
先
生
の
と

こ
ろ
伺
っ
た
ら
、「
あ
な
た
死
ぬ
気
で
や
り

ま
す
か
」っ
て
言
わ
れ
た
。
三
日
ぐ
ら
い

余
裕
貰
っ
て
、
死
ぬ
気
で
や
り
ま
す
っ
て

言
っ
て
ア
ト
リ
エ
も
建
て
た
。
琢
二
先
生

美
大
賛
成
し
な
い
ん
で
す
よ
、
東
大
の
出

で
す
か
ら
ね
。
い
い
音
楽
を
聴
い
て
、
い

い
本
を
読
ん
で
い
い
絵
を
沢
山
観
れ
ば
良

い
ん
だ
っ
て
。
教
員
の
免
許
だ
け
取
れ
と

言
わ
れ
て
、
武
蔵
美
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が

僕
は
週
に
一
遍
し
か
学
校
へ
行
っ
て
な
い

ん
で
す
。
絵
の
提
出
日
だ
け
行
く
の
。
パ

レ
ッ
ト
褒
め
ら
れ
た
な
。
絵
具
混
ぜ
て
た

ら
独
立
の
先
生
が
綺
麗
だ
ね
っ
て
褒
め
て

く
れ
た
。
教
授
陣
は
基
礎
が
横
地
康
国
、

講
評
は
森
芳
雄
、
鈴
木
信
太
郎
、
そ
し
て

麻
生
三
郎
が
デ
ッ
サ
ン
み
て
く
れ
た
。
彫

刻
が
清
水
多
嘉
示
。
そ
の
先
生
だ
け
が
日

展
系
だ
っ
た
。
高
校
出
て
翌
年
ぐ
ら
い
か

ら
僕
は
一
水
会
出
し
て
る
。
出
し
た
ら
石

井
柏
亭
先
生
が
僕
の
絵
を
観
て
く
れ
た
。

そ
の
作
品
、
人
物
な
ん
で
す
け
ど
ね
、
琢

二
先
生
は
帯
の
所
に
チ
ョ
ン
と
点
を
打
っ

て
く
れ
た
。
初
め
て
描
い
た
油
絵
に
も
こ

れ
く
ら
い
の
点
が
一
つ
。
あ
と
は
色
の
混

ぜ
方
も
何
に
も
習
っ
た
こ
と
無
い
。
た
だ

先
生
の
と
こ
ろ
で
お
留
守
番
し
て
て
、
絵

を
ひ
っ
く
り
返
し
そ
ー
っ
と
観
て
。
あ
と

は
一
緒
に
旅
行
し
な
が
ら
先
生
の
絵
を
横

に
観
て
。
先
生
と
絵
が
似
て
る
っ
て
言
わ

れ
た
け
ど
、
僕
は
北
海
道
生
ま
れ
で
先
生

は
南
の
国
の
生
ま
れ
、「
絵
が
似
て
て
も

色
が
違
う
、
君
の
色
は
冷
た
い
ね
」っ
て

言
う
わ
け
。
だ
か
ら
色
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
持
ち
っ
ぱ
な
し
で
す
。
そ
の
か
わ
り
デ

ッ
サ
ン
だ
け
は
他
人
に
負
け
ま
い
と
、
そ

れ
だ
け
は
考
え
て
ま
す
。

―
北
海
道
に
は
お
幾
つ
ま
で
？

　

小
学
校
三
年
迄
で
す
。
軍
人
に
な
る
つ

も
り
だ
っ
た
。
中
学
校
の
時
に
終
戦
で
、

次
は
坊
さ
ん
に
な
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
戦

争
に
負
け
た
か
ら
み
ん
な
を
弔
わ
な
き
ゃ

い
け
な
い
。
次
に
絵
描
き
に
な
れ
っ
て
言

わ
れ
て
し
ょ
う
が
な
く
て
絵
描
き
に
な
っ

た
。
僕
は
努
力
で
こ
こ
ま
で
来
た
。
他
人

が
十
枚
描
く
の
な
ら
二
十
枚
三
十
枚
と
描

く
、
年
間
八
十
枚
以
上
描
か
な
き
ゃ
プ
ロ

じ
ゃ
な
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
十
号
ぐ
ら
い

で
も
八
十
枚
以
上
描
い
た
。
一
〇
〇
号
を

八
枚
、
ひ
と
夏
で
描
い
た
。
先
生
が
首
傾

げ
た
ら
描
き
直
し
。
余
呉
湖
の
雪
の
絵
を

見
せ
た
時
に
、「
あ
あ
君
の
絵
が
出
来
た

ね
」っ
て
言
わ
れ
て
そ
れ
か
ら
雪
で
す
。

初
入
選
は
人
物
。

―
初
期
は
人
物
画
が
主
だ
っ
た
の
で
す

か
？

　

ほ
と
ん
ど
お
ふ
く
ろ
描
い
て
い
た
ね
。

人
物
の
次
は
緑
の
田
圃
ば
っ
か
り
描
い
て

全
国
歩
い
た
よ
。
畝
の
向
き
と
向
こ
う
の

風
景
と
が
揃
っ
て
こ
な
い
と
う
ま
く
な
い

ん
だ
よ
ね
え
。
そ
し
た
ら
お
百
姓
さ
ん
か

ら「
農
林
省
の
方
で
す
か
？
」っ
て
。
僕
が

「
並・

木・

植・

え・

の
田
圃
あ
り
ま
す
か
」っ
て
訊

い
た
か
ら
。

―
そ
れ
は
並
び
が
綺
麗
な
の
で
す
か
？

　

綺
麗
で
す
。
斜
め
か
ら
見
て
も
真
っ
正

面
か
ら
見
て
も
揃
う
ん
で
す
。
今
、
機
械

植
え
だ
か
ら
正
面
だ
け
は
揃
う
が
斜
め
か

ら
見
る
と
グ
ジ
ャ
グ
ジ
ャ
。
田
圃
の
次
が

線
路
か
。
雪
の
中
で
一
〇
〇
号
を
持
っ
て

行
っ
て
。
大
船
あ
た
り
で
描
く
と
た
く
さ

ん
線
路
が
あ
っ
た
か
ら
真
ん
中
で
よ
く
描

き
ま
し
た
。
保
線
区
の
人
に
は
必
ず
、
お

饅
頭
を
持
っ
て
行
っ
た
り
、
羊
羹
を
持
っ

て
行
っ
た
り
し
て
。
現
場
で
描
く
の
が
一

番
！ 

み
ん
な
写
真
使
う
で
し
ょ
。
い
つ

か
は
使
わ
な
き
ゃ
と
思
っ
て
ま
す
け
ど
、

写
真
の
色
に
は
信
頼
性
が
な
い
。
人
間
は

い
ろ
ん
な
色
を
感
じ
る
け
ど
写
真
に
は
写

っ
た
色
し
か
な
い
。
そ
れ
を
そ
の
と
お
り

み
ん
な
伸
ば
す
訳
よ
。
だ
か
ら
一
水
会
の

緑
の
絵
ど
の
人
も
良
く
な
い
。
実
際
に
現

場
で
感
激
し
た
も
の
を
描
い
て
撮
っ
て
、

伸
ば
す
な
ら
良
い
。
一
水
会
の
人
は
何
と

な
く
二
十
号
描
い
て
来
た
ら
そ
れ
を
一
〇

〇
号
に
す
る
わ
け
だ
よ
。
二
回
目
描
い
た

ら
飽
き
る
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
ん
。
そ
の

通
り
に
伸
ば
す
わ
け
。
だ
か
ら
駄
目
な
ん

だ
。
技
術
は
後
か
ら
付
い
て
く
る
。
現
場

行
っ
て
モ
チ
ー
フ
の
感
激
し
た
も
の
、
そ

い
つ
を
巧
く
出
し
て
い
か
な
い
と
駄
目
だ

と
思
い
ま
す
よ
。
一
番
大
事
な
の
は
現
場

で
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
き
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

も
の
、
そ
の
感
動
を
自
然
の
形
を
借
り
て

自
分
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
て
い
く
。

〈
塗
り
終
わ
っ
た
〉と〈
完
成
〉は
違
う
ん
で

す
。
ス
ケ
ッ
チ
と
制
作
の
違
い
っ
て
い
う

の
は
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。
推
敲
し
て

要
ら
な
い
も
の
省
い
て
行
っ
て
。
―
だ
か

ら
僕
の
絵
は
抽
象
画
な
ん
で
す
。

《
煙
草（
キ
ャ
ス
タ
ー
）の
箱
を
例
と
し
て
》

こ
の「
キ
ャ
ス
タ
ー
」
が
面
白
い
の
か
、

こ
の
直
方
体
が
面
白
い
の
か
、
影
の
部
分

と
明
る
い
部
分
と
の
色
合
い
が
面
白
い
の

か
、
点
々
が
面
白
い
の
か
人
に
よ
っ
て
違

う
で
し
ょ
。
こ
の
点
々
が
面
白
か
っ
た
ら

あ
の
こ
ろ 

こ
れ
か
ら
吉
崎
道
治
先
生
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
手
／
新
井
・
加
曽
利
・
西
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さ
あ
、
抽
象
画
だ
ろ
う
？ 

だ
か
ら
必
ず

写
実
で
描
け
っ
て
い
う
ほ
う
が
間
違
い
だ

と
思
う
。
林
檎
描
き
た
か
っ
た
ら
真
っ
赤

に
キ
ャ
ン
バ
ス
塗
っ
て「
赤
い
林
檎
」っ
て

い
う
題
だ
っ
た
ら
も
し
か
す
る
と
取
る
か

も
し
れ
な
い
。

―
そ
う
い
う
制
作
を
さ
れ
た
こ
と
が
お
あ

り
で
す
か
？

　

学
生
時
代
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
、
林

武
も
山
口
薫
も
武
蔵
美
の
先
生
だ
っ
た
。

そ
れ
で
岡
田
謙
三
の
絵
も
好
き
だ
っ
た
。

だ
か
ら
必
ず
し
も
写
実
で
描
く
っ
て
い
う

の
は
僕
は
…
写
実
っ
て
い
う
の
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
は
知
ら
な
い
け
ど
さ
。
抽

象
で
ど
う
し
て
も
描
き
た
い
時
っ
て
い
う

の
あ
る
だ
ろ
う
？ 

こ
こ
に
ロ
ス
コ
の
絵
あ

り
ま
す
、
向
こ
う
に
マ
チ
ス
、
モ
ン
ド
リ

ア
ン
な
ら
画
集
も
持
っ
て
る
し
。
こ
う
い

う
人
達
の
絵
を
観
た
と
き
に
、
あ
っ
こ
れ

素
敵
だ
な
っ
て
思
う
ん
だ
ね
。
だ
か
ら
必

ず
し
も
写
実
、
写
生
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い

と
思
う
。
ロ
ス
コ
の
絵
観
る
と
何
か
温
か

さ
が
あ
る
、
詩う
た

が
あ
る
よ
な
あ
。
た
だ
、

め
っ
た
く
た
に
塗
っ
て
し
ま
っ
た
イ
ラ
ス

ト
み
た
い
な
抽
象
画
だ
っ
た
ら
面
白
い
と

は
思
わ
な
い
。

―
違
い
は
一
目
瞭
然
で
す
か
？

　

と
思
い
ま
す
、
僕
は
。
だ
か
ら
一
水
会

に
写
実
以
外
の
抽
象
で
も
良
い
も
の
な
ら

い
い
け
れ
ど
も
、
描
け
な
く
て
描
い
た
抽

象
は
困
る
。
子
供
の
絵
面
白
い
、
デ
ュ
フ

イ
の
絵
も
ミ
ロ
も
面
白
い
、
だ
け
ど
子
供

の
絵
と
は
違
い
ま
す
よ
。
自
由
に
描
い
て

い
る
け
ど
全
然
違
う
ん
で
す
よ
。
子
供
の

絵
は
取
っ
ち
ゃ
だ
め
。
そ
こ
に
芸
術
性
の

ど
う
の
っ
て
な
い
ん
だ
。
作
品
っ
て
い
う

の
は
他
人
に
見
せ
る
っ
て
い
う
こ
と
も
大

事
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
巧
く
言
え
な
い
け

ど
。

―
現
場
で
仕
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
。

　

六
十
代
ま
で
は
全
部
現
場
。
現
場
で
サ

イ
ン
入
れ
て
終
わ
り
。

―
ど
の
位
通
わ
れ
る
の
で
す
か
？

　

泊
ま
り
が
け
。
通
う
場
合
は
一
週
間
通

う
と
か
。
葡
萄
畑
描
い
て
た
頃
は
甲
府
ま

で
一
〇
〇
号
持
っ
て
通
っ
て
描
い
た
。

現
場
の
方
が
鳥
の
声
も
人
の
話
声
も
聴
こ

え
る
。
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
。
外
に
い

る
と
気
持
ち
良
い
じ
ゃ
な
い
。
ダ
ー
ッ
と

絵
の
具
塗
っ
て
、
後
ろ
で
煙
草
吸
っ
て
ま

た
描
い
て
い
く
。
僕
は
そ
れ
が
一
番
幸
せ

だ
と
思
っ
て
た
か
ら
。
現
場
で
描
い
て
る

方
が
嘘
が
本
当
に
な
る
ん
で
す
。
例
え
ば

現
場
で
雲
が
出
て
来
て
パ
ア
ッ
と
描
く
よ

ね
、
い
つ
ま
で
も
雲
な
ん
か
無
い
。
そ

の
雲
を
い
い
時
に
う
ま
く
ま
と
め
て
。

家
で
雲
見
な
い
で
作
っ
た
ら
本
物
に
な
ら

な
い
。
向
こ
う
観
て
、
自
分
に
合
っ
て
い

る
も
の
を
引
っ
ぱ
り
出
し
て
、
こ
の
色
が

見
え
た
あ
の
色
が
見
え
た
っ
て
い
う
の
を

探
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
描
い
て
る
。
ア
ト

リ
エ
で
は
眺
め
る
だ
け
。
ス
ケ
ッ
チ
は
現

場
で
描
い
て
サ
イ
ン
入
れ
た
ら
手
は
入
れ

な
い
。
手
入
れ
ち
ゃ
絵
の
面
白
い
も
の
が

無
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
少
し
ぐ
ら
い
構
成
が

悪
く
て
も
、
現
場

で
描
い
た
気
迫
み

た
い
な
も
の
は
大

事
だ
よ
。
現
場
で

四
時
間
、
長
く
て

六
時
間
位
。
余
っ

た
時
間
で
次
の
場

所
探
し
て
お
く
。

積
み
重
ね
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
、
十
号

く
ら
い
の
写
生
が

沢
山
あ
る
か
ら
も

う
一
度
行
こ
う
っ

て
い
う
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す

ね
。

―
富
士
山
、
浅

間
、
妙
義
も
あ
り

ま
す
ね
。

　

妙
義
は
長
い
ね

え
。
描
く
の
に
一

週
間
ぐ
ら
い
居
る

わ
け
よ
。
安
い
宿

無
い
で
す
か
っ
て
人
が
来
た
と
き
訊
い
た

の
。
あ
あ
俺
ん
と
こ
泊
ま
っ
て
も
良
い
よ

っ
て
。
そ
れ
が
二
十
歳
の
時
。
そ
し
た
ら

二
階
で
静
か
に
し
て
る
。
自
殺
し
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
そ
ー
っ
と
上
が

っ
て
き
た
ら
、
自
分
の
描
い
た
絵
を
じ
ー

っ
と
観
て
た
ん
だ
っ
て
。
そ
の
後
お
袋
が

巻
紙
で
礼
状
出
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
い

い
と
こ
の
坊
ち
ゃ
ん
だ
と
間
違
え
た
ら
し

い
。
そ
れ
以
来
親
し
く
し
て
ず
う
っ
と
通

っ
て
い
ま
す
、
今
で
も
。

―
小
泉
元
生
先
生
と
は
若
い
頃
か
ら
？

　

琢
二
先
生
の
所
へ
行
っ
た
一
年
先
輩
で

す
。
一
緒
に
よ
く
旅
行
行
き
ま
し
た
よ
。

吉
野
谷
幸
重
さ
ん
と
も
行
っ
た
こ
と
あ
り

ま
す
。
納
富
進
さ
ん
、
奥
田
郁
太
郎
さ

ん
、
三
浦
俊
輔
さ
ん
と
も
描
い
た
こ
と
あ

る
、
琢
二
先
生
の
関
係
で
。
僕
は
琢
二
先

生
の
車
の
運
転
し
て
た
か
ら
い
ろ
ん
な
人

と
描
い
て
ま
す
。
奥
田
さ
ん
、
巧
い
人
だ

よ
あ
の
人
。
伊
豆
へ
二
回
く
ら
い
ご
一
緒

し
て
る
か
な
？ 

仙
人
だ
っ
た
な
。
あ
あ

い
う
人
が
今
一
水
会
に
い
な
く
な
っ
た
よ

ね
え
、
本
当
に
。
い
つ
で
も
長
靴
履
い
て

た
よ
。
僕
も
長
靴
を
非
常
に
履
い
た
。
雨

で
は
感
謝
さ
れ
た
こ
と
あ
る
。
妙
義
山
が

日
照
り
で
雨
が
降
ら
な
い
と
き
に
僕
が
行

っ
た
ら
雨
が
降
っ
た
。
天
気
な
の
に
長
靴

履
い
て
行
く
。
ザ
ー
ザ
ー
降
っ
た
。
雨
の

絵
好
き
だ
し
結
構
描
い
て
ま
す
。

―
ど
の
様
な
装
備
で
？

　

大
き
な
パ
ラ
ソ
ル
さ
し
て
絵
だ
け
は
濡

れ
な
い
よ
う
に
し
て
。
雪
国
で
は
雪
穴
を

掘
っ
て
、
絵
の
具
箱
な
ん
か
全
部
そ
こ
へ

入
れ
て
半
日
が
か
り
で
車
を
寄
せ
る
と
こ

ろ
を
作
っ
た
り
。
吹
雪
い
て
く
る
と
、
絵

の
下
に
つ
ら
ら
が
出
来
る
。
そ
れ
を
バ
ラ

バ
ラ
っ
と
折
っ
た
り
ね
。
礼
文
島
な
ん
か

ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
画
面
が
凍

っ
て
。
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
枯
れ
て
る
藁

草
炊
い
て
上
で
炙
っ
て
、
融
か
し
て
描
い

た
り
し
ま
す
。
宿
か
ら
描
こ
う
か
と
思
う

の
は
七
十
五
、
六
に
な
っ
て
か
ら
だ
よ
。

雪
は
雪
な
り
に
寒
い
な
あ
っ
て
体
で
感
じ

な
が
ら
、
ぶ
る
ぶ
る
し
て
描
く
。
ぬ
く
ぬ

く
と
描
く
か
ら
駄
目
な
の
ア
ト
リ
エ
の
中

で
。
そ
れ
が
良
く
な
い
。

―
北
欧
へ
行
か
れ
た
の
も
や
は
り
雪
景
で

す
か
？

　

夏
の
間
は
パ
リ
か
ら
南
で
、
北
欧
入
っ

た
の
は
九
月
か
ら
三
月
ま
で
。
デ
ン
マ
ー

ク
、
ス
エ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
。
良
か

っ
た
村
へ
旅
行
し
て
は
生
活
し
た
。
う
ん
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と
吹
雪
い
て
い
る
と
き
は
、
向
こ
う
に
何

が
あ
る
ん
だ
ん
べ
、
す
げ
え
美
人
が
歩
い

て
い
る
か
も
知
ん
な
い
と
思
う
と
さ
あ
、

絵
描
い
て
い
て
楽
し
い
。
子
供
の
頃
の
思

い
出
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
ね
。
晴
れ
た

絵
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
琢
二
先

生
が
晴
れ
た
日
の
強
い
も
の
を
描
け
っ
て

盛
ん
に
言
わ
れ
て
。
そ
れ
で
電
線
を
描
い

た
り
線
路
を
描
い
た
り
し
た
け
ど
、
先
生

が
亡
く
な
っ
た
ら
何
に
も
無
い
処
描
い
た

よ
。
琢
二
先
生
に
似
て
る
っ
て
言
わ
れ
た

ん
で
随
分
抵
抗
し
て
ね
。
先
生
が
柔
ら
か

い
筆
使
っ
た
ら
僕
は
硬
い
筆
、
先
生
が
硬

い
筆
使
っ
た
ら
僕
は
指
で
描
い
た
。
一
水

会
に
指
だ
け
で
描
い
た
絵
出
し
た
こ
と
あ

る
よ
。

―
南
の
方
を
取
材
さ
れ
た
こ
と
は
？

　

イ
タ
リ
ア
ぐ
ら
い
だ
な
。
沖
縄
へ
取
材

に
は
行
っ
て
ま
す
。
た
だ
暑
い
や
ね
。
暖

か
い
所
は
暖
か
い
と
き
、
寒
い
所
は
寒
い

と
き
に
、
北
海
道
は
雪
の
降
っ
て
い
る
と

き
に
描
き
ゃ
い
い
。
そ
の
場
の
中
、
風
景

の
中
に
浸
り
込
ん
じ
ゃ
っ
て
描
く
ん
だ
か

ら
馬
鹿
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
？ 

勉
強
が
で

き
な
い
か
ら
絵
描
き
に
な
れ
っ
て
、
や
っ

ぱ
り
本
当
か
も
し
れ
な
い
。

―「
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

下
描
き
を
す
る
な
」と
言
わ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
が
。

　

琢
二
先
生
の
所
で
石
膏
デ
ッ
サ
ン
習
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
食
パ
ン
持

っ
て
消
し
な
が
ら
描
い
て
る
と
、「
吉
崎

君
、
消
す
ぐ
ら
い
な
ら
描
く
な
よ
」ま
ず

そ
れ
が
最
初
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
油
絵
描

き
出
し
て
、「
訂
正
す
る
く
ら
い
な
ら
最

初
か
ら
描
く
な
、
色
を
し
っ
か
り
パ
レ
ッ

ト
で
こ
ね
て
一
発
で
決
め
る
べ
き
だ
」っ

て
言
わ
れ
た
。
描
く
の
が
速
い
の
は
、
し

っ
か
り
練
っ
て
向
こ
う
観
て
自
分
の
思
っ

た
色
を
付
け
て
後
で
訂
正
し
な
い
か
ら
。

ま
あ
塗
っ
と
こ
う
の「
ま
あ
」は
駄
目
だ
。

塗
る
と
き
に
は
や
っ
ぱ
り
一
発
で
切
り
込

む
よ
う
に
塗
ら
な
き
ゃ
駄
目
。
一
水
会
の

人
は
、
ビ
リ
ジ
ャ
ン
手
に
し
て
ま
あ
緑
を

塗
っ
と
こ
う
、
そ
の
次
に
少
し
変
化
が
付

い
て
暗
い
か
明
る
い
か
な
ん
て
言
っ
て
る

か
ら
古
い
ん
で
す
。
こ
こ
の
色
は
何
色
、

こ
こ
は
何
色
な
ん
で
す
か
っ
て
僕
は
言
い

た
い
。
そ
う
い
う
風
に
色
を
観
て
。
琢
二

先
生
は「
あ
の
人
頭
悪
い
か
ら
見
て
て
ご

ら
ん
。
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
仕
上
が
ら
な

い
か
ら
」っ
て
よ
く
言
っ
て
た
。
座
っ
た

と
き
に
仕
上
が
り
が
頭
の
中
に
浮
か
ん

で
、
描
こ
う
と
思
う
と
き
に
は
し
っ
か
り

構
成
し
た
も
の
が
で
き
て
い
る
。
僕
も
大

体
そ
う
。
デ
ッ
サ
ン
し
ゅ
し
ゅ
っ
と
と
っ

て
、
あ
と
煙
草
吸
っ
て
ま
す
。
で
、
仕
上

が
り
が
頭
の
中
に
あ
っ
て
そ
い
つ
を
バ
ッ

て
描
い
て
し
ま
う
。
途
中
で
気
が
変
わ
っ

ち
ゃ
駄
目
だ
。
煙
草
と
コ
ー
ヒ
ー
、
酒
だ

け
は
飲
め
な
い
と
絵
は
巧
く
な
ら
な
い
。

自
分
の
絵
は
見
な
い
で
、
全
然
違
う
方
向

の
風
景
で
頭
の
中
整
理
し
な
が
ら
一
服
吸

う
っ
て
い
う
の
は
大
事
な
の
。
そ
れ
で
ま

た
ぱ
っ
と
自
分
の
絵
を
眺
め
て
み
る
。
家

の
中
で
描
く
人
も
間
置
か
な
き
ゃ
。
下
手

な
奴
っ
て
自
分
の
キ
ャ
ン
バ
ス
だ
け
見
て

る
、
向
こ
う
見
な
い
で
。
安
井
先
生
は
向

こ
う
を
六
分
見
ろ
、
四
分
描
け
っ
て
。
そ

れ
は
大
事
な
こ
と
、
大
き
な
声
で
言
い
た

い
ね
。
穴
開
く
く
ら
い
観
て
、
頭
の
中
で

練
っ
て
計
算
し
て
、
そ
れ
で
ポ
ッ
と
単
純

に
出
す
。
大
事
じ
ゃ
な
い
か
な
。

―「
写
実
の
本
道
」を
巡
っ
て
お
話
を
。

　

写
実
っ
て
何
さ
！ 

訊
き
た
い
の
は
み

ん
な
の
意
見
。
写
実
っ
て
何
で
す
か
？

―「
写
生
」と「
写
実
」と
が
あ
り
ま
す
。

　

写
生
と
写
実
は
違
う
よ
な
。

―「
写
生
」は
自
然
に
没
入
し
、「
写
実
」

は
自
然
と
対
峙
し
て
い
る
印
象
を
受
け
ま

す
。
日
本
人
は
写
実
よ
り
は
写
生
で
は
な

い
か
と
。

　

写
生
で
す
。
そ
れ
は
狩
猟
民
族
と
農
耕

民
族
の
話
を
よ
く
す
る
け
ど
、
そ
の
差
だ

と
思
い
ま
す
よ
ね
。

―「
写
実
の
本
道
を
行
く
」と
い
う
の
は
、

西
洋
画
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

　

西
洋
画
の
写
実
と
日
本
人
の
写
実
と
は

ち
ょ
っ
と
違
う
か
ら
ね
え
。
創
立
会
員
の

描
い
た
写
実
っ
て
い
う
の
は
違
う
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
け
ど
ね
え
。
向
こ
う
か
ら

も
ら
う
の
も
大
事
だ
と
思
う
け
れ
ど
も
、

自
分
の
言
わ
ん
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自

然
の
形
を
借
り
て
よ
り
強
く
表
現
す
る
の

が
写
実
か
な
と
。
そ
れ
が
林
檎
で
あ
っ
て

も
人
で
あ
っ
て
も
良
い
わ
け
だ
よ
ね
。
自

分
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
飽
く
ま
で
も
そ
の

自
然
の
形
を
あ
る
程
度
残
し
て
行
く
の
が

写
実
か
な
あ
と
思
う
ん
で
す
。
自
然
に
対

す
る
も
の
を
抜
き
に
し
て
非
常
に
合
理
的

な
精
神
だ
け
で
、
色
の
組
み
合
わ
せ
や
何

か
で
や
る
の
が
抽
象
で
す
け
ど
、
中
に
は

抽
象
で
も
全
然
違
う
、
あ
の
岡
田
謙
三
の

抽
象
な
ん
か
日
本
人
の
抽
象
で
す
よ
ね
。

僕
は
日
本
人
っ
て
そ
ん
な
に
合
理
的
じ
ゃ

な
い
と
思
う
ん
で
す
。
僕
も
そ
う
い
う
と

こ
ろ
が
非
常
に
あ
り
ま
す
。
常
に
景
色
を

観
て
て
、
自
分
の
心
の
中
で
描
い
て
い
る

も
の
と
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
合
う
と
、
そ
の

形
を
借
り
て
表
現
し
て
行
こ
う
と
す
る
。

向
こ
う
の
形
が
い
く
ら
か
残
っ
て
い
る
の

が
良
い
か
な
あ
、
一
水
会
ら
し
い
か
な
あ

と
思
う
ん
で
す
よ
。
抽
象
と
写
実
を
分
け

る
こ
と
自
体
が
無
理
か
な
と
思
い
ま
す
。

一
水
会
で
抽
象
画
で
も
取
り
ま
す
っ
て
い

う
の
は
、
本
当
に
抽
象
画
な
の
か
、
写
実

が
出
来
な
く
て
抽
象
に
な
っ
た
の
か
、
そ

の
辺
の
見
極
め
は
大
事
だ
よ
な
。

―
抽
象
と
い
う
と〝
記
号
化
〟と
思
い
勝
ち

で
す
が
、
写
生
中
で
も
、
絵
の
具
の
質
と

色
、平
面
の
形
に
置
き
換
え
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
そ
れ
は
抽
象
だ
と
。

　

そ
う
そ
う
、
僕
の
絵
は
抽
象
画
だ
と
思

う
。
木
の
葉
っ
ぱ
一
枚
ず
つ
描
い
て
い
な

い
も
ん
ね
え
。
恋
人
描
く
の
に
ほ
く
ろ
ま

で
描
く
か
っ
て
い
う
と
、
ほ
く
ろ
で
好
き

に
な
っ
た
人
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
ほ
く
ろ
抜

く
だ
ろ
う
、
そ
し
て
何
か
自
分
の
理
想
み

た
い
な
も
の
描
く
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と

抽
象
だ
。
写
生
じ
ゃ
な
い
ね
。
何
で
も
写

真
み
た
い
に
描
く
っ
て
い
う
の
は
善
し
悪

し
。
あ
れ
は
写
実
と
は
言
わ
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
。説
明
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
。髪
の
毛

一
本
ず
つ
描
か
な
く
て
も
い
い
ん
だ
よ
。

そ
の
辺
言
い
出
す
と
面
倒
臭
い
ん
だ
け
ど

も
、
そ
う
思
い
ま
す
。
海
を
見
る
と
向
こ

う
に
国
が
あ
っ
て
、
行
っ
た
ら
儲
か
る
っ

て
考
え
る
の
が
西
洋
人
。
日
本
人
は
海
を

見
る
と
お
母
さ
ん
っ
て
叫
ぶ
ん
で
す
。
広

い
自
然
見
て
も
何
か
そ
う
い
う
言
葉
が
出

て
く
る
ん
だ
。
そ
れ
と
日
本
は
四
季
が
あ

る
。
常
に
天
候
が
変
わ
っ
て
色
が
変
わ
っ

て
く
る
。
雨
が
降
っ
た
ら
米
の
穂
が
濡
れ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
す
ぐ
心
配
す
る
。

そ
れ
は
気
候
の
変
化
、
四
季
が
あ
る
か

ら
。
日
本
人
は
四
季
を
大
切
に
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
っ
て
僕
は
思
う
。
日
本
画
と
洋

画
っ
て
い
う
の
は
溶
剤
の
違
い
だ
け
だ
と

思
う
ん
だ
け
ど
、
考
え
方
と
し
て
は
日
本

画
の
方
が
腹
芸
で
す
よ
。
よ
っ
し
ゃ
、
任
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あ
。
写
生
画
だ
っ
た
か
ら
ね
、
多
分
表
面

を
見
て
葡
萄
畑
の
あ
の
色
を
見
て
描
い
て

る
っ
て
。
器
用
で
巧
い
っ
て
言
わ
れ
る
け

ど
、
そ
こ
に
哲
学
が
無
い
っ
て
言
わ
れ
た

の
多
分
そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
、
た
だ
自
分
に
忠
実
に

描
い
て
い
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
が
大
事
な

ん
だ
け
ど
、
自
然
を
見
え
た
通
り
見
た
通

り
に
描
く
ん
じ
ゃ
な
く
、
観
て
、
感
じ
た

通
り
に
描
く
。
こ
の「
感
じ
た
通
り
」
が

ひ
と
つ
増
え
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
自
分

の
中
へ
入
れ
て
、
そ
こ
か
ら
も
う
一
つ
推

敲
し
た
も
の
を
出
し
て
行
く
、
大
事
だ
と

思
う
。
そ
れ
が
抽
象
画
に
な
っ
て
来
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。
僕
は
そ
う
思
い
ま
す
。

一
水
会
も
良
い
意
味
で
の
写
実
的
な
抽
象

画
が
出
て
来
れ
ば
良
い
。
土
っ
て
言
う
と

土
色
を
、
空
っ
て
言
う
と
空
色
を
取
っ
て

る
ん
だ
よ
。
毎
日
空
の
色
変
わ
る
の
に
ね

え
。「
今
日
の
こ
の
空
、凄
く
美
し
い
な
。

随
分
赤
が
入
っ
て
る
」そ
う
い
う
よ
う
な

も
の
を
感
じ
取
っ
て
行
か
な
い
と
駄
目
だ

と
思
う
ん
だ
。
色
を
勉
強
し
て
欲
し
い
な

と
思
い
ま
す
ね
。
今
年
も
、
ま
た
次
の
年

も
全
然
違
う
の
出
し
た
、
そ
れ
で
も
良
い

と
思
い
ま
す
、
そ
の
時
に
素
直
な
ら
。
そ

う
い
う
絵
、
勇
気
が
出
て
き
ま
す
。

　

仲
田
好
江
先
生
、
硲
先
生
は
ず
い
ぶ
ん

応
援
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら
深
沢
紅
子

先
生
、「
一
水
会
は
男
の
会
だ
か
ら
私
が

何
言
っ
て
も
駄
目
な
の
よ
」っ
て
手
を
挙

げ
て
怒
っ
て
る
。
そ
う
い
う
先
生
だ
っ

た
。
段
々
一
水
会
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
み
た

せ
と
け
っ
て
い
う
よ
う
な
。
そ
し
て
洋
画

の
方
が
非
常
に
説
明
が
多
い
で
す
よ
、
合

理
的
だ
け
ど
ね
。
だ
か
ら
そ
の
辺
の
違
い

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
え
。

―「
写
実
の
本
道
」と
は
決
ま
っ
た
事
柄
で

は
な
く
我
々
が
考
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

　

と
、
思
う
ん
だ
。
良
い
絵
な
ら
取
る
、

良
い
絵
だ
っ
た
ら
手
挙
げ
る
ん
だ
よ
、
ね

え
。

―
考
え
過
ぎ
る
と
か
え
っ
て
見
失
い
ま
す

か
？

　

そ
し
て
自
由
に
出
来
な
い
で
し
ょ
、
こ

れ
は
一
水
会
で
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
や
っ
て
み
り
ゃ
い
い

ん
だ
よ
。
も
っ
と
単
純
化
し
て
さ
あ
。
た

だ
、
色
を
塗
っ
て
遊
ん
で
し
ま
っ
た
も
の

と
は
別
。

―
日
本
の
四
季
や
風
土
と
関
わ
る
も
の
で

す
ね
。

　

日
本
人
だ
か
ら
ね
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
帰
っ
て
き
た
時

に
江
ノ
島
を
見
た
ら
、
西
日

が
当
た
っ
て
た
ん
で
す
、
凄

く
。
い
や
ぁ
日
本
っ
て
綺
麗

だ
な
ぁ
っ
て
思
っ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
風
景
に
憧
れ
て
、

北
海
道
生
ま
れ
だ
か
ら
北
欧

が
好
き
。
そ
れ
で
良
い
な
あ

っ
て
思
っ
て
い
た
け
れ
ど

も
、
日
本
に
も
い
っ
ぱ
い
良

い
所
が
あ
る
な
ぁ
っ
て
。
見

直
さ
な
き
ゃ
。

《
休
憩
後
》

　

硲
伊
之
助
っ
て
ヴ
ァ
ル
ー
ル
の
し
っ
か

り
し
た
人
だ
よ
ね
。

―
本
山
唯
雄
先
生
、寺
井
力
三
郎
先
生
も

仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
川
游
さ
ん
も
硲
さ
ん
が
教
授
で
い
た

か
ら
入
っ
た
ん
だ
よ
な
。
マ
チ
ス
の
弟
子

だ
よ
な
、
硲
さ
ん
っ
て
。
あ
あ
い
う
も
の

の
見
方
っ
て
い
う
の
が
大
事
じ
ゃ
な
い
か

な
。
日
本
人
、
一
水
会
の
人
っ
て
い
う
の

は
遠
く
の
も
の
を
霧
に
か
け
る
よ
う
ぼ
か

し
ち
ゃ
う
。
弱
く
描
く
か
グ
レ
ー
調
に
濁

色
に
し
て
い
く
。
で
、
手
前
の
も
の
を
派

手
な
色
で
持
っ
て
い
け
ば
遠
近
感
が
出
る

と
思
っ
て
る
。
硲
さ
ん
は
遠
く
に
も
原
色

を
置
く
わ
け
だ
よ
ね
。
そ
れ
は
大
事
な
こ

と
だ
と
思
う
ん
だ
。
一
セ
ン
チ
四
方
の
赤

よ
り
一
メ
ー
ト
ル
四
方
の
赤
の
方
が
よ
り

赤
く
見
え
る
よ
な
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ

と
大
事
な
ん
だ
。
風
景
の
中
で
も
、
遠
い

か
ら
と
い
っ
て
ホ
ワ
イ
ト
入
れ
て
ぼ
か
し

て
行
く
考
え
方
嫌
い
な
の
。
と
こ
ろ
が
一

水
会
の
人
非
常
に
そ
れ
が
多
い
。
だ
か
ら

絵
が
古
い
、
そ
の
辺
直
し
て
く
れ
な
い
か

な
。
そ
れ
に
は
向
こ
う
を
し
っ
か
り
観
て

色
を
置
い
て
み
る
べ
き
だ
よ
な
あ
。
綺
麗

な
も
の
と
美
し
い
も
の
と
を
間
違
え
ち
ゃ

い
け
な
い
っ
て
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。

一
水
会
の
人
は
綺
麗
な
も
の
を
描
き
す
ぎ

る
。
美
し
い
も
の
を
描
く
べ
き
。
だ
か
ら

あ
の
足
跡『
雪
の
朝
』（
76
回
展
出
品
作
）

も
美
し
い
と
思
っ
た
か
ら
描
い
た
。
綺
麗

な
ら
美
人
の
顔
を
描
い
た
方
が
器
用
に
描

け
る
と
思
う
よ
。
一
水
会
の
人
た
ち
す
ぐ

説
明
し
た
が
る
。
い
ち
い
ち
こ
の
花
は
何

の
花
で
す
っ
て
説
明
す
る
？ 

色
合
い
が

欲
し
か
っ
た
の
に
、
花
の
持
っ
て
い
る
詩

情
み
た
い
な
も
の
を
組
み
合
せ
て
や
っ
た

と
き
に
は
、
甘
い
っ
て
必
ず
言
わ
れ
ま
す

よ
、
構
成
的
じ
ゃ
な
い
っ
て
。
構
成
的
じ

ゃ
な
く
て
も
良
い
ん
だ
、
も
っ
と
思
い
切

っ
て
仕
事
や
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
の
に
な

あ
。
感
激
し
て
ね
、
今
日
は
や
っ
た
ぞ
っ

て
言
っ
て
次
の
日
は
ま
た
違
う
絵
描
い
て

や
る
ぞ
っ
て
。
そ
れ
で
良
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。
公
募
展
の
弊
害
み
た
い
な
も
の
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
顔
色
見
て
絵
描
い

て
る
ん
だ
。
一
水
会
は
写
生
じ
ゃ
な
き
ゃ

い
け
な
い
と
思
っ
て
出
し
て
く
る
。
安
易

に
写
真
撮
っ
て
写
真
伸
ば
し
て
く
る
。
も

う
ち
ょ
っ
と
頭
使
え
よ
、
写
真
だ
っ
て
縦

横
に
ひ
っ
ぱ
っ
た
り
さ
、
面
白
く
な
る
じ

ゃ
な
い
。
フ
ィ
ル
タ
ー
被
せ
て
一
つ
の
ト

ー
ン
だ
け
で
撮
っ
て
み
た
り
。
そ
れ
試
し

て
そ
こ
か
ら
自
分
の
思
っ
て
る
詩
情
み
た

い
な
も
の
が
出
て
来
た
ら
そ
れ
を
描
き
ゃ

良
い
ん
だ
よ
。
技
術
な
ん
て
い
う
の
は
誰

で
も
で
き
る
。
あ
と
は
人
間
の
考
え
方
だ

よ
。
色
塗
る
の
が
好
き
だ
か
ら
絵
描
き
に

な
っ
て
る
け
ど
、
哲
学
の
人
は
も
の
を
考

え
、
音
が
好
き
な
ら
音
の
組
み
合
わ
せ
で

音
楽
家
に
な
れ
ば
い
い
、
芯
は
同
じ
だ
と

思
う
。
山
登
る
と
き
に
あ
ち
こ
ち
あ
る
け

ど
、
ど
こ
か
ら
登
る
か
だ
け
の
こ
と
な
ん

で
す
。
絵
は
癒
し
を
与
え
る
の
が
目
標
だ

と
思
い
ま
す
。
希
望
、
祈
り
み
た
い
な
も

の
が
絵
だ
っ
た
。
宗
教
画
に
し
て
も
何
か

癒
し
を
与
え
る
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。

癒
し
が
な
い
、
詩
情
が
な
い
よ
う
な
絵
は

一
水
会
で
は
取
ら
な
く
た
っ
て
い
い
。

―
今
後
、一
水
会
は
ど
う
あ
っ
て
欲
し
い

と
お
思
い
で
す
か
？

　

も
っ
と
色
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
。
色

の
使
い
方
っ
て
い
う
の
を
も
っ
と
研
究
し

て
良
い
な
と
思
う
し
、
大
事
な
こ
と
と
思

う
ん
で
す
。
一
水
会
を
観
に
行
っ
て
良
か

っ
た
な
と
思
わ
せ
る
。
巧
い
人
が
揃
っ
て

い
た
な
っ
て
い
う
の
は
失
敗
だ
と
思
う
。

若
い
人
が
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
良

く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

―
一
水
会
で「
君
の
緑
に
は
哲
学
が
な
い

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
」と
仰
っ
て
ま

し
た
が
。

　

あ
れ
は
ね
え
、
髙
田
先
生
。「
川
村
親

光
君
の
絵
観
て
ご
ら
ん
、
哲
学
が
あ
る
」

っ
て
こ
う
言
っ
た
の
。
解
ら
な
か
っ
た
な
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格
で
あ
り
た
い
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
教
員
最
終
校（
工
業
高
）勤
務

の
時
、
朝
食
を
摂
り
な
が
ら
T
V
で
、

工
事
現
場
で
答
え
る
三
十
歳
男
性
が「
今

日
の
素
人
は
明
日
の
玄
人
、
今
日
の
玄

人
は
明
日
の
素
人
」と
語
っ
て
い
る
の
を

視
て
、
こ
の
言
葉
を
生
徒
達
に
も
。

　

勿
論
私
の
胸
底
に
し
っ
か
り
伝
え
、

今
日
も
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
の
で
す
。

　

私
は
静
物
画
を
描
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
光
と
影
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、

よ
り
写
実
的
な
作
品
を
目
指
し
て
制
作

を
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
構
図
や

色
彩
で
描
く
か
を
決
定
す
る
ま
で
、
い

つ
も
悩
み
な
が
ら
の
制
作
で
す
。

　

あ
る
方
に
は「
も
っ
と
古
典
を
勉
強
し

　

八
十
四
年
の
人
生
を
経
過
し
つ
つ
あ
る

今
の
私
が
触
れ
合
っ
た
人
々
の
中
で
、鈍

感
な
私
に
も
わ
す
れ
ら
れ
な
い「
言
葉
」

が
あ
り
ま
す
。

　

わ
が　

た
ま
し
い
に

　

あ
　ゝ

ふ
て
ぶ
て
し
さ
よ

　

汝
が　

絵
を　

北
国
の

　

冬
の　

荒
海
に　

晒
せ

　

こ
れ
は
、詩
人
I
・
H
氏（
武
者
小
路
実

篤
さ
ん
の
書
画
を
行
商
中
）が
、
北
陸
海

岸
村
落
を
人
々
と
暮
ら
し
つ
つ
、清
貧
の

中
で
生
ま
れ
た
詩
で
私
に
迫
っ
て
き
た
。

　

私
の
描
い
た
絵
は
木
端
微
塵
に
吹
き

飛
ん
で
、
荒
れ
狂
う
雪
雲
に
舞
い
散
っ

た
光
景
が
胸
に
渦
ま
い
た
の
で
し
た
。

冬
空
、
風
雪
に
耐
え
ら
れ
る
画
質
、
品

な
さ
い
」と
か「
影
に
は
対
象
物
の
補
色

を
入
れ
て
描
く
と
い
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
だ
き
、
上
京
す
る
毎
に
し
っ
か
り

と
助
言
を
作
品
に
反
映
で
き
る
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
部
分
が
多
々
あ
り
、
先
輩
方
の

作
品
を
見
て
学
ん
だ
こ
と
を
次
の
作
品

で
実
践
し
て
い
く
姿
が
大
切
だ
と
も
感

じ
て
い
ま
す
。
私
は
ミ
ュ
シ
ャ
が
好
き

で
、
作
品
の
背
景
に
は
必
ず
配
置
し
て

描
い
て
い
ま
す
。
美
術
雑
誌
に
近
年
取

り
上
げ
ら
れ
、『
文
学
と
絵
画
が
ク
ロ
ス

し
た
作
品
』と
評
さ
れ
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
自
分
の
テ
ー
マ
に
基
づ

き
、日
々
謙
虚
に
制
作
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
中
学
校
教
員
と
制
作

の
両
立
を
今
後
も
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　

二
度
目
の
会
員
佳
作
賞
を
頂
き
、長
か

っ
た
中
で
の
喜
び
で
し
た
。
作
品
が
巡
回

す
る
こ
と
と
な
り
、
十
二
月
中
に
冬
の

金
沢
展
を
訪
ね
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

　

友
人
達
と
車
で
北
上
し
、
大
雪
の
高

速
を
走
り
、
氷
見
港
で
魚
を
食
べ
て
夕

食
は
金
沢
の
ホ
テ
ル
近
く
の
小
料
理
店

で
満
腹
に
。
お
い
し
い
店
の
多
い
金
沢

市
内
の
あ
る
店
で
、
何
と
岐
阜
の
出
身

で
元
金
沢
美
大
日
本
画
教
授
の
土
屋
禮

一
先
生
と
バ
ッ
タ
リ
と
！ 

お
互
い
に
驚

き
、
何
と
い
う
偶
然
の
出
会
い
が
。

こ
の
言
葉
に
ふ
れ
て

新
潟
県
・
村
山 

陽

好
き
な
街・冬
の
金
沢
行
き

岐
阜
県
・
青
木 

年
広

山
形
県
・
沖
津 

達
也

い
に
な
っ
て
き
た
。
浮
田
克
躬
君
と
か
、

小
松
崎
邦
雄
君
と
か
、
あ
あ
い
う
人
居
な

く
な
っ
て
き
た
。
古
い
先
生
は
古
い
先
生

な
り
に
も
っ
と
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
中
村

善
策
さ
ん
な
ん
て
凄
か
っ
た
。「
君
の
絵

は
画
面
の
ね
、
あ
の
左
上
の
ね
、
真
ん
中

へ
ん
の
ね
、
あ
そ
こ
の
緑
が
ね
、
描
け
て

な
い
」と
。
展
覧
会
に
何
人
も
出
し
て
る

の
に
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
る
。
善
策
さ
ん
っ

て
そ
う
い
う
人
だ
っ
た
よ
な
。

―
先
生
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

　

で
き
れ
ば
い
つ
か
は
日
本
人
の
油
絵
を

描
き
た
い
と
い
う
大
そ
れ
た
希
望
を
持
っ

て
ま
す
。

―
そ
れ
は
写
生
を
重
ね
て
蓄
え
て
来
ら
れ

た
何
か
で
す
か
？

　

そ
れ
を
省
い
て
省
い
て
、
俳
画
み
た
い

な
も
の
。
散
文
詩
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
和
歌

は
日
本
の
も
の
で
す
け
ど
俳
句
は
も
っ
と

削
い
で
い
っ
て
一
部
分
だ
け
。
そ
う
い
う

よ
う
な
も
の
描
き
た
い
な
と
、
そ
れ
が
日

本
人
の
油
絵
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
っ
て
い
う

気
持
ち
が
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ブ
ル
や
な

ん
か
行
っ
て
観
て
来
た
ら
、
説
明
す
る
合

理
的
な
絵
を
描
い
て
い
る
伝
統
が
あ
る
。

か
な
わ
な
い
で
す
よ
。
日
本
人
の
持
っ
て

い
る
も
の
を
も
っ
と
生
か
し
て
行
か
な
き

ゃ
。
器
用
な
絵
は
他
の
会
に
任
せ
な
さ

い
。
そ
し
て
も
っ
と
自
然
を
大
事
に
し
た

ほ
う
が
良
い
。
受
験
の
時
デ
ッ
サ
ン
は
金

子
徳
衛
。
蕨（
埼
玉
県
）ま
で
行
っ
て
た
ん

で
す
、
研
究
所
ま
で
。
金
子
徳
衛
の
絵
好

き
だ
っ
た
。
日
本
人
の
油
絵
だ
よ
な
あ
、

大
事
だ
よ
ね
え
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
っ
た
も

う
一
つ
の
理
由
は
ム
ン
ク
が
好
き
だ
っ
た

か
ら
。
ム
ン
ク
の
持
っ
て
る
詩
情
み
た
い

な
も
の
が
凄
く
好
き
だ
っ
た
、
説
明
的
じ

ゃ
な
い
。
ア
ン
グ
ル
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
ん

か
、
も
の
を
説
明
し
て
良
く
描
い
て
る
け

ど
、
ム
ン
ク
は
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

で
、
一
番
好
き
だ
っ
た
の
は
マ
ル
ケ
。
あ

の
人
は
ヴ
ァ
ル
ー
ル
も
し
っ
か
り
し
て
る

し
、
ホ
ワ
イ
ト
の
使
い
方
が
巧
い
、
あ
れ

だ
け
大
胆
に
。
で
も
、
人
物
は
あ
ん
ま
り

巧
く
な
い
。

―
あ
と
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
…
。

　

面
白
い
話
が
出
て
き
た
ら
何
で
も
。
僕

は
隠
す
と
こ
ろ
が
何
も
な
い
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
上「
あ
の
こ
ろ
こ
れ
か
ら
」

二
〇
一
四
年
六
月
二
四
日
取
材

自
由
投
稿
欄

揮
毫
　
淺
見 

嘉
正
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そ
の
後
、
一
水
会
前
夜
祭
の
二
次
会

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
本
部
か
ら
の
辰

巳
、
さ
き
や
両
先
生
と
同
席
し
た
。
皆

さ
ん
の
歌
の
盛
り
上
が
り
に
私
も
う
た

の
披
露
を
。
外
は
雷
と
強
風
の
中
、
三

次
会
に
も
参
加
。

　

翌
日
は
話
題
の
二
十
一
世
紀
美
術
館
の

一
水
会
展
を
訪
ね
ま
し
た
。
入
口
の
一
水

会
史
、山
本
勇
代
表
か
ら
始
ま
る
広
い
会

場
に
私
の
絵
も
並
び
、皆
さ
ん
の
歓
待
を

受
け
ま
し
た
。
旅
の
帰
路
は
吹
雪
で
真
っ

白
の
高
速
を
無
事
に
岐
阜
に
到
着
し
た
。

　

郷
里
盛
岡
市
に
永
住
し
て
十
五
年
に

な
っ
た
。
恩
師
深
沢
先
生
ご
夫
妻
の
美

術
館
が
で
き
て
、
そ
の
お
手
伝
い
が
き

っ
か
け
で
あ
っ
た
。

　

お
二
人
と
も
自
分
達
の
美
術
館
を
夢

見
な
が
ら
、
美
術
館
完
成（
平
成
八
年
）

前
の
平
成
五
年
三
月
に
紅
子
先
生
、
そ

の
一
年
前
の
同
じ
日
に
は
省
三
先
生
が

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
。

　

一
水
会
の
若
い
方
々
は
ご
存
知
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
深
沢
紅
子
先
生

は
一
水
会
の
常
任
委
員
。
深
沢
省
三
先

生
は
、
岩
手
大
学
特
設
美
術
科
の
科
長

教
授
で
、
デ
ッ
サ
ン
の
達
人
と
し
て
高

名
な
方
で
あ
っ
た
。
岩
手
の
美
術
教
育

の
基
を
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
深
沢
先
生

ご
夫
妻
の
力
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

白
馬
の
仙
人

　

食
糧
事
情
の
悪
か
っ
た
頃
、も
ら
っ

た
南
瓜
を
リ
ヤ
カ
ー
で
引
く
貧
し
い
男

は
、村
民
の
子
ら
に
よ
く
か
ら
か
わ
れ

て
い
た
と
云
う
。
或
る
時
見
合
い
を

さ
せ
ら
れ
都
会
の
女
性
が
伺
っ
た
ら

日
暮
迄
あ
ま
り
物
申
さ
な
か
っ
た
と
。

貧
し
い
暮
し
を
み
た
女
性
は
履
い
て
来

た
長
靴
を
置
い
て
、そ
っ
と
す
り
へ
っ

た
草
履
を
履
き
雪
の
中
を
帰
っ
た
と
。

暇
な
時
は
高
等
数
学
を
解
い
て
い
た
と

云
う
そ
の
方
は
、後
に
え
ら
い
画
家
さ

ん
と
認
め
ら
れ
た
が
、無
類
の
酒
好
き

で
、ア
ト
リ
エ
に
は
酒
の
瓶
が
ゴ
ロ
ゴ

ロ
転
が
っ
て
い
た
。
伊
豆
で
お
会
い
し

た
時
も
長
靴
姿
で
気
取
ら
ぬ
先
生
だ

っ
た
。
そ
の
方
は
安
井
門
下
の
秀
才

奥
田
郁
太
郎
先
生
で
北
安
曇
郡
の
池

田
町
立
美
術
館（
北
ア
ル
プ
ス
展
望
美

術
館
）で
作
品
に
接
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
本
当
に
絵
の
好
き
な
方
だ
っ
た
。

北
海
道
　
紋
別
の
人

　

紋
別
で
流
氷
を
描
い
て
い
た
場
所
が

い
け
な
か
っ
た
。
街
を
見
下
ろ
す
丘
の

上
、
絶
壁
の
そ
ば
、
雪
の
中
、
ピ
ー
ポ

ピ
ー
ポ
と
警
察
の
車
、パ
ト
カ
ー
か
ら

下
り
た
警
官
は
愛
車
ス
バ
ル
の
陰
で
丸

吉
崎
道
治
の
ち
ょ
っ
と
道
草 

②

　
「
深
沢
紅
子
野
の
花
美
術
館
」で
一
水

会
選
抜
展
が
始
め
ら
れ
た
の
は
平
成
十

六
年
。
地
震
の
時
以
外
は
毎
年
開
か
れ

て
い
る
が
、
そ
の
都
度
委
員
の
先
生
方

が
い
ら
し
て
下
さ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
し
て
下
さ
る
。
具

象
を
標
榜
す
る
こ
の
展
覧
会
で
、
具
象

の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
解
説
な
さ
る
か
、

私
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
そ

し
て
岩
手
か
ら
の
出
品
者
が
増
え
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

　
「
画
材
屋
さ
ん
に
作
品
を
取
り
に
行
く

よ
う
に
伝
え
て
あ
る
か
ら
…
」と
Ｋ
さ
ん

か
ら
の
や
や
一
方
的
な
連
絡
。
一
水
会

展
の
初
出
品
は
こ
ん
な
や
り
取
り
か
ら

で
し
た
。

　

一
水
会
展
に
初
出
品
し
た
の
は
今
か

ら
八
年
前
。
そ
れ
ま
で
は
、
地
元
公
民

館
の
絵
画
展
に
出
品
す
る
く
ら
い
で
、

な
ん
と
な
く
好
き
で
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
の
作
品
に
目
を
と
め
て
く
れ

た
Ｋ
さ
ん
の
熱
心
な
お
誘
い
が
一
水
会

展
に
出
品
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
優
柔
不
断
の
私
は
言
わ
れ
る
ま
ま

に
出
品
し
た
の
で
し
た
。

　

で
も
、
こ
の
や
り
取
り
か
ら
、
当
時

体
調
が
悪
く
て
消
極
的
に
な
り
が
ち
だ

っ
た
気
持
ち
に
大
き
な
転
機
が
訪
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
は
と
て
も
順
調
な
絵
画

活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
健
康
も
回

復
、
そ
し
て
現
在
、
情
熱
を
傾
け
て
絵

に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

一
人
で
は
容
易
に
自
分
の
進
む
道
を
変

え
ら
れ
な
い
。
人
と
の
出
会
い
が
本
当
に

貴
重
な
も
の
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、一
水
会
を
は
じ
め
と
す
る
絵
を

描
く
仲
間
と
の
出
会
い
が
、さ
ら
な
る
飛

躍
の
機
会
と
な
る
こ
と
を
信
じ
て
…
！

　

海
に
山
に
自
然
豊
か
な
地
元
、
和
歌

山
。
よ
く
ス
ケ
ッ
チ
に
行
く
場
所
を
ご

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
ず
は
新
宮

市
の
桑
の
木
滝
に
向
か
う
細
い
道
の
脇

を
流
れ
る
小
川
。
滝
も
勿
論
い
い
の
で

す
が
、
こ
の
小
川
に
転
が
る
苔
ま
み
れ

の
岩
、
そ
し
て
森
の
中
の
静
寂
。
ス
ケ

ッ
チ
に
集
中
し
て
る
と
、
静
か
だ
と
思

っ
て
た
森
か
ら
虫
や
草
や
風
の
音
が
。

次
に
太
地
町
の
夏
山
と
い
う
静
か
な
入

り
江
。
赤
や
白
や
黄
色
、
カ
ラ
フ
ル
な

岩
が
違
和
感
な
く
混
在
し
て
い
て
何
と

も
素
敵
で
す
。
知
る
人
ぞ
知
る
場
所
で
、

観
光
地
化
さ
れ
ず
四
〜
五
十
年
変
わ
っ

て
な
い
そ
う
で
す
。
こ
こ
で
よ
く
奥
さ

ん
に
立
っ
て
貰
っ
て
絵
に
し
て
ま
す
。

も
う
一
か
所
、
古
座
川
市
の
滝
の
拝
。

奇
石
群
の
中
を
透
明
度
の
高
い
水
が
流

れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
ご
紹
介
し
た
い
場

所
は
沢
山
あ
る
の
で
す
が
…

く
な
っ
て
描
い
て
い
る
私
を
見
つ
け
て

言
っ
た
。「
な
ん
だ
絵
を
描
い
て
お
ら

れ
る
の
で
す
か
。
街
の
住
民
か
ら
崖
の

上
に
車
が
朝
か
ら
止
ま
っ
て
い
る
の
で

自
殺
で
は
と
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。」

紋
別
の
人
あ
り
が
と
う
。
御
心
配
お
か

け
し
ま
し
た
。

千
葉
県
　
犬
吠
埼

　

都
心
か
ら
も
近
い
犬
吠
埼
は
写
生
地

と
し
て
は
手
軽
な
場
所
で
、安
井
曽
太

郎
先
生
も
描
か
れ
た
所
。
ま
だ
宿
賃
四

百
円
の
頃
、岬
の
付
根
に
あ
っ
た
老
夫

妻
の
宿
だ
っ
た
。
到
着
早
々
丁
重
に
一

泊
分
だ
け
先
に
と
云
わ
れ
た
。
そ
の
夜

は
値
段
の
シ
ー
ル
が
つ
い
た
釜
や
ヘ
ラ

が
…
。
い
ざ
寝
る
時
に
浴
衣
の
紐
が
無

い
私
は
襖
越
し
に
声
を
か
け
た
。「
一

寸
お
待
ち
下
さ
い
」と
の
声
。
襖
の
す

き
ま
か
ら
の
ぞ
く
と
婆
様
は
す
る
す
る

と
着
物
の
赤
い
シ
ゴ
キ
を
抜
い
て
く
れ

た
。
暖
か
か
っ
た
け
れ
ど
、こ
れ
が
本

当
の
ヒ
モ
ツ
キ
の
話
。
岬
の
南
側
は
秋

か
ら
冬
が
良
く
、北
側
は
や
や
女
性
的

風
景
、外
川
寄
り
の
長
崎
鼻
も
瓦
屋
根

が
少
な
く
な
っ
た
け
ど
ま
だ
い
け
ま

す
。
風
の
日
は
、
眼
下
の
岩
と
、
く
だ

け
る
白
波
で
し
ょ
う
。

深
沢
先
生
の
こ
と

岩
手
県
・
重
石 

晃
子

・・・
出
会
い・・・

静
岡
県
・
鈴
木 

喜
博

大
阪
府
・
伊
藤 

尚
尋
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◆
一
水
会
人
物
デ
ッ
サ
ン
講
座

を
開
講
し
ま
し
た
。

三
月
二
十
一
、
二
十
二
日

　

第
１
回
目
は
埼
玉
県
、
東
京

都
か
ら
計
二
十
一
名
が
参
加
。

モ
デ
ル
を
取
り
囲
ん
で
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
す
る
と
、
広
い
教
室
も

ほ
ぼ
一
杯
に
な
り
、
張
り
詰
め

た
、
心
地
良
い
空
気
の
中
で
制

作
に
熱
中
し
、
充
実
の
二
日
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し

た
。

　

小
川
游
先
生
、
寺
井
力
三
郎

　

デ
ッ
サ
ン
講
習
開

講
。
洋
画
を
構
成
す
る

重
要
な
要
素
の
一
つ
、

「
調
子
」
に
つ
い
て
学

ぶ
。「
人
体
が
描
け
れ
ば

他
の
も
の
は
何
で
も
描

け
る
」と
は
本
山
唯
雄

先
生
の
お
言
葉
。
是
非

と
も
定
期
開
催
を
。

　

描
こ
う
と
し
た
絵
と

描
き
上
が
っ
た
絵
と
の

差
異
は
何
で
す
か
？ 

制

作
の
動
機
、
方
法
の
選

択
と
そ
の
結
果
、
模
索

の
中
で
得
た
確
信
な
ど

お
聞
か
せ
下
さ
い
。
紙

上
討
論
会
計
画
中
。Ａ・

Ｔ
━

　

岩
手
の
三
陸
海
岸
を

訪
れ
、
記
録
し
て
残
す

と
い
う
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
そ
れ
が
言
葉
で
あ

っ
た
り
、
写
真
で
あ
っ

た
り
、
そ
し
て
絵
で
あ

っ
た
り
…
。
記
録
し
て

あ
る
こ
と
で
多
く
の
人

と
繋
が
り
、
そ
れ
が
現

在
と
過
去
、
そ
し
て
未

来
の
人
に
も
何
か
が
繋

が
る
。
そ
う
思
う
と
心

の
中
に
大
き
な
世
界
が

広
が
り
ま
す
。  

N
・
M

先
生
に
は
、
画
学
生
時
代
の
師

（
安
井
曾
太
郎
・
林
武
・
小
磯
良

平
）の
話
な
ど
も
お
聞
か
せ
頂

き
、
格
調
高
く
熱
く
、
時
に
は

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
ご
指
導
を

賜
り
ま
し
た
。

　

継
続
を
要
望
す
る
人
多
数
の

た
め
、
募
集
範
囲
を
広
げ
つ
つ

次
回
を
設
定
す
る
予
定
で
す
。

◆
一
水
会
ス
ケ
ッ
チ
ツ
ア
ー

企
画
終
了
の
お
知
ら
せ

　

一
水
会
展
会
期
に
合
わ
せ
て

開
催
し
て
参
り
ま
し
た「
ス
ケ

ッ
チ
ツ
ア
ー
」は
昨
年
の
第
５

回
を
も
ち
ま
し
て
終
了
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。ご
協
力
頂
き
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
逝
去
】 

森
下
喜
文
氏（
委
員
）・

栗
本
一
郎
氏（
会
員
）・
柳
田
伸

郎
氏（
会
員
）・
久
米
敏
子
氏（
会

友
）・
柴
崎
近
子
氏（
会
友
）・
島

﨑
清
海
氏（
会
友
）・
富
田
裕
夫

氏（
会
友
）

【
退
会
】 

大
森
ま
さ
代
氏（
会

友
）・
沖
津
信
也
氏（
会
友
）・
小

松
精
二
氏（
会
友
）・
境
田
潤
氏

（
会
友
）・
船
越
俊
雄
氏（
会
友
）・

松
本
和
子
氏（
会
友
）

一
水
会
事
務
局
だ
よ
り

最
近
の
動
静

芝
園
中
利
用
状
況

編
集
後
記

　

大
阪
、名
古
屋
、金
沢
の
他
、各
地
域

の
一
水
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
展
覧
会

が
春
季
、秋
季
に
か
け
活
発
に
開
催
さ

れ
ま
す
。今
年
は
新
た
に
千
葉
県
、広

島
県
、北
海
道
の
一
水
会
出
品
者
の
人

た
ち
に
よ
る
地
方
展
が
立
ち
上
が
り
、

そ
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

東
京
都
美
術
館
ロ
ビ
ー
階
第
一
、

二
、三
展
示
室
に
て
開
催
し
ま
す
。
昨

年
の
76
回
展
で
は
入
選
作
品
五
〇
四
点

と
、
委
員
、
会
員
の
一
七
三
点
を
合
わ

せ
六
七
七
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
入

場
者
は
前
年
度
１
５
，３
５
６
人
に
対

し
１
７
，１
５
４
人
と
大
幅
に
増
え
、写

実
を
標
榜
す
る
一
水
会
展
へ
の
関
心
の

高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
あ
と「
第
77
回
一
水
会
展
」の
運
営

委
員
、
常
任
委
員
、
委
員
、
本
年
度

受
賞
者
作
品
は
、
三
都
市
で
開
催
さ

れ
る
展
覧
会
を
巡
回
し
ま
す
。

第
77
回 

一
水
会
展

九
月
十
八
日
～
十
月
三
日

於
／
東
京
都
美
術
館

［
大
阪
展
］

十
一
月
十
日
～
十
五
日

於
／
大
阪
市
立
美
術
館

［
名
古
屋
展
］

十
二
月
八
日
～
十
三
日

於
／
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

A
～
G

［
金
沢
展
］

十
二
月
十
六
日
～
二
十
日

於
／
金
沢
21
世
紀
美
術
館

ただ 今企 画 進 行 中 です！
　広報部では座談会(討論会)をひらき、活発に語り合う幅広い
年齢層のナマの声、想いを紙上で実況したいと考えております。
　あなたが見つめる作画のテーマと技法、夢や迷い、本会との
出会い、あなたにとって団体とは？ 具象とは？ 写実とは？ 時に
はゲストをお招きして会外の声に耳を傾けてみる･･･。
　話題はその時どきですが、生活と制作全般にわたって語り、
問い、聴き入りながらそれぞれの途上を確かめ合い、希望や課
題を共に（シェア）する場になればと願っています。乞うご期待！！

告 
知  座  談  会 　広島では、桜満開の下、従来の「路展」と合同で「第1回広

島一水会展・第35回路展」を開催しました。出品者22名、出
品作品、大小合わせて79点。四国から越智節昇先生ら3名
の方に来ていただき、おかげさまで、1344名の来場者を迎
え、盛会裡に閉幕することが出来ました。　　　（木村 記）

短　　信




